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午前９時２８分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） 皆さん、おはようございま

す。 

 そうしましたら、少し時間は早いんですけども、

ただいまから文教民生委員会を開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。 

 昨日はすごくいい天気で、秋晴れというか、冬な

んですけども、クリーンパーク北但で、実はそば打

ち大会をしてまして、ちょっとご案内いただいたん

で様子を見に行ってきました。４０人の枠なんです

けども、そこに８０人以上の申込みがあったという

ことで、実は抽せんっていう形にされたっていうこ

とで、本当にめちゃめちゃ多かったんですけども、

クリーンパーク、いわゆる指定管理をされてる方、

皆さんが一同で４０人の方をお世話をするような

形で、最初から、成田局長、何かかき揚げ作りで、

取れた野菜をずっと延々刻んで、あとは皆さん、そ

ばが打ち上がって、出来上がるまでかき揚げを延々

揚げとられました。皆さんも異動になった場合はそ

ういうことを、お手伝いされるということで、本当

に、でも、和気あいあいとした雰囲気がすごいよか

ったなと思いますし、この取組を通じて、またクリ

ーンパークの取組に理解を得るっていうことが大

きい目的だったんで、非常にそういう意味では価値

があるなというふうに思って参加をしてました。 

 浅田前議長が非常にされたい方なんで、ちょっと

おられたんですけども、途中からめちゃめちゃ参加

されてまして、もう来年度からは講師のほうで入れ

たらどうかという提案もさせてもらってます。 

 ということで、それでは、本日はよろしくお願い

いたします。 

 義本委員から欠席届がありましたので、ご報告を

しておきます。 

 一般会計に関する予算関係議案につきましては、

予算決算委員会に付託され、当委員会は、文教民生

分科会として担当部分の審査を分担することにな

ります。したがいまして、議事の進行は、委員会と

分科会を適宜切り替えて行いますので、ご協力をお

願いいたします。 

 これより、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、文教民生委員会、２０２４．１２．１６の中

に配信しております委員会資料２ページ、議案付

託・分科会分担表をご覧ください。 

 審査日程ですが、まず、委員会付託された議案の

うち第９０号議案から第１１７号議案までの説明、

質疑、討論、表決を行い、次に、当分科会に分担さ

れました第１１８号議案についての説明、質疑、討

論、表決を、その後、残りの第１１９号議案からの

委員会審査を行います。 

 次に、報告事項を挟み、続いて、委員のみで委員

会及び分科会意見、要望等の取りまとめを行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行にご協力を

お願いいたします。 

 また、発言は、委員長の指名の後、必ず課名と名

字をお願いいたします。 

 それでは、まず、第９０号議案、財産の無償貸付

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 議案書の３７ページ

をご覧ください。第９０号議案、財産の無償貸付に

ついてご説明いたします。 

 本案は、市において活用予定のない市有財産を無

償で貸し付けることにより、当該市有財産の有効活

用を進め、地域の福祉に寄与するため、地方自治法

の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 無償貸し付けしようとする財産の種類は土地で、

所在地番は豊岡市但東町中山６７９番１で、旧但東

北中学校跡地です。公簿面積は６，２４９．６平米

のうち、貸付面積は５，００５平米であります。 

 無償貸付けとする理由についてですが、合併前の

旧但東町がグループホーム及びケアハウスの介護

施設の用地として、平成１６年、２００４年１２月

に２０年間の無償貸付けを行っており、今年度末に
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貸付期間が満了となることから、事業者より、引き

続き事業を継続したい旨の申出があるため、今後２

０年間の無償貸付けを行うものであります。 

 現在、事業運営を行っておりますグループホーム

及びケアハウス、両施設とも市内の利用者で満床で

あり、市としましても、今後の市の介護保険事業を

実施するには欠かせない施設と考えています。 

 貸付期間は令和７年４月１日から令和２７年３

月３１日までの２０年間です。 

 貸付けの相手方等につきましては、医療法人社団

創生会です。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第９０号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 続いて、第９１号議案ですが、第１０９号議案と

関連があるため、先に第９２号議案から審査したい

と思いますので、ご了承願います。 

 それでは、第９２号議案、豊岡市立竹野健康福祉

センターの指定管理者の指定について、ほか１件を

一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、議案書の

４５ページをご覧ください。第９２号議案でござい

ます。 

 第９２号議案、豊岡市立竹野健康福祉センターの

指定管理者の指定については、引き続き現管理者で

あります社会福祉法人豊岡市社会福祉協議会を指

定しようとするものでございます。 

 指定期間につきましては令和７年４月１日から

５年間としております。 

 なお、公の施設の概要等を４７ページに添付して

おりますので、ご清覧ください。 

 第９３号議案について、続きましてご説明をさせ

ていただきます。 

 ４９ページをご覧ください。第９３号議案、豊岡

市立但東健康福祉センターの指定管理者の指定期

間変更については、令和４年１２月２７日に議決の

ありました第１０２号議案に係る指定管理者の指

定期間を変更するため、地方自治法の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 豊岡市立但東健康福祉センターにつきましては、

今年度末で指定期間が終了することとなっており

ますが、活用策の検討において、現時点で結論を見

いだすには至っておりません。このため、引き続き

活用策を検討するため、指定期間を１年間延長いた

しまして、令和８年３月３１日までとするものでご

ざいます。 

 なお、公の施設の概要等を５１ページ以降に添付

しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ９２号議案で、竹野の保健セ

ンター、福祉センターですけれども、新規に５年と

いうことで、指定管理料は今のこの情勢を鑑みて、

値上がりするんですか、上げるんですか。ちょっと

教えてください。令和６年と比して。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） この後の補正予算案

のほうでも触れることになるんですけれども、人件

費の高騰等を反映しておりまして、これまでよりも

指定管理料については増額をしております。以上で

す。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） どれぐらいのパーセンテージ
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上げられるんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 申し訳ありません。

今ちょっと手元に資料がございませんので、後ほど

答えさせていただきたいと思います。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら後で結構です。 

○委員長（清水  寛） そしたら、後ほどよろしく

お願いします。 

 ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） じゃあ、質疑を打ち切りま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第９２号議案から第９３号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第９２号議案から第９３号議案は、いずれも原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第９４号議案、豊岡市立長寿園の指定管理

者の指定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 議案書の５３ページ

をご覧ください。第９４号議案、豊岡市立長寿園の

指定管理者の指定については、引き続き現指定管理

者であります公益社団法人豊岡市シルバー人材セ

ンターを指定しようとするものであります。 

 指定期間は令和７年４月１日から５年間として

おります。 

 なお、公の施設の概要等を５５ページ以降に添付

しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） これもまた５年の延長ですけ

ども、指定管理料は上げていくんですね。 

○委員長（清水  寛） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 指定管理料につきま

しては、同じく人件費の高騰、また長寿園でありま

すので、ガスまたは電気代の高騰もありますので、

増額をしております。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。よろ

しいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第９４号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 続いて、第９５号議案ですが、こちらも第１０９

号議案と関連があるため、先に１０４号議案から審

査したいと思いますので、ご了承願います。 

 それでは、第１０４号議案、豊岡市手数料条例の

一部を改正する条例制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 窓口サービス課、川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） それでは、議案

書の１０７ページをご覧ください。第１０４号議案、

豊岡市手数料条例の一部を改正する条例制定につ

いてご説明いたします。 

 本案は、コンビニ等に設置されている多機能端末

機による証明書等の交付を促進するため、その交付

に係る手数料の特例を定めるとともに、手数料の徴

収に係る所要の規定の整備を行おうとするもので

す。 

 １１０ページをご覧ください。条例案要綱により

ご説明いたします。 

 改正の内容は、（１）で手数料を徴収しない場合
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として、国または地方公共団体その他公共団体にお

いて、公用または公共用に使用するため申請があっ

たときを加えることとしています。これは、これま

でこうした請求については、市長が特別の事情があ

ると認めたときの規定を適用し、手数料を免除して

おりましたが、免除規定として明文化するものです。 

 （２）では、令和７年４月１日から令和１０年３

月３１日までの間に限り、コンビニ等に設置されて

いる多機能端末機を利用した課税証明書、住民票の

写し、住民票記載事項証明書、戸籍の付票の写し及

び印鑑登録証明書の交付事務に係る手数料を３０

０円から２００円に引き下げること。 

 （３）では、手数料を徴収する事務から町名変更

証明書の交付に係る規定を削除することとしてい

ます。この町名変更証明書につきましては、近年交

付実績がないことから、今回規定から削除するもの

です。 

 ２の附則において、この条例は令和７年４月１日

から施行することとしています。ただし、第５条及

び別表第１の改正規定は、公布の日から施行するこ

ととしています。 

 １１１ページ以降に新旧対照表を添付しており

ますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ。なら、須山委員。 

○委員（須山 泰一） １点教えてください。 

 これは３年、期限を切ってということですけど、

これは豊岡市だけのことですか、それともほかもこ

ういうふうにされてて、豊岡市もやるということで

しょうか。 

○委員長（清水  寛） 川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） コンビニ交付の

値下げについては、県内でいいますと、４１市町の

うち、今してないのが、豊岡市を含めて９市町だと

思います。あとは全て、多かれ少なかれ手数料を下

げられてるといったような状況でございます。以上

です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今のその１００円引きですけ

ど、どれくらいの件数を想定されてますか。想定で、

あくまでも想定ですけども、１年間で。 

○委員長（清水  寛） 川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） 今回、手数料を

下げます証明の種類については、昨年度実績で約９，

５００件ほどだったと思います。影響額が９５万円

ほどを想定しておりますので、９，５００件ぐらい

です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） 結構です。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔質疑なし〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１０５号議案、豊岡市高齢期移行者医療

費の助成に関する条例制定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、１１３

ページをご覧ください。第１０５号議案、豊岡市高

齢期移行者医療費の助成に関する条例制定につい

てご説明いたします。 

 本案は、高齢期移行者に対し、条例に基づき医療

費を助成し、福祉の増進を図ろうとするものです。 

 条例の内容については、現行の豊岡市福祉医療費
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の助成に関する規則における高齢期移行助成の制

度内容を変えずに、見出し項目ごとに条文を整理し、

規定したものとしております。 

 １１５ページをご覧ください。条例案によりご説

明いたします。 

 制定の内容につきましては、第１条で目的でござ

います。高齢期移行者の医療費の一部を助成するこ

とにより、高齢期移行者の福祉の増進を図ることと

しております。 

 第２条は定義で、当該条例で使用します用語を定

義、意義を定めております。 

 第３条、対象者で、当該医療費助成の受給対象者

の要件を定めております。市内に住所を有する６５

歳から６９歳までで、属する世帯員全員が市民税非

課税であること等を要件としております。 

 第４条、福祉医療費の支給では、支給の方法と支

給額等を定めております。医療保険適用の医療費に

係る被保険者等負担額から対象者の負担区分に応

じまして、１００分の２０に相当する負担額の割合

で一定限度額までの負担額を一部負担金として控

除した額を福祉医療費として支給することとして

おります。 

 第５条、資格の認定では、支給を受けようとする

者は、申請して認定を受けなければならないとする

手続を定めております。 

 第６条から第８条は、受給者が助成を受ける方法

等を定めております。 

 第９条から第１１条は、受給資格が喪失等をする

とき及びこれらに伴う手続を規定しております。 

 第１２条は損害賠償等の調整を、第１３条は福祉

医療費の返還を、第１４条は受給権保護について規

定しております。 

 第１５条では、当該条例の施行に当たって必要な

事項は、規則に定めることとしております。 

 附則において、この条例は令和７年１月１日から

施行することとしております。 

 また、経過措置として、第２項、第３項に条例施

行前の規則の規定によりなされた処分、手続、その

他の行為、そして、規則により既に交付されている

受給者証は、本条例の相当規定によりなされたもの

とみなすとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１０６号議案、豊岡市重度障害者医療費

の助成に関する条例制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、１２１

ページをご覧ください。第１０６号議案、豊岡市重

度障害者医療費の助成に関する条例制定について

ご説明いたします。 

 本案は、重度障害者に対し、条例に基づき医療費

を助成し、福祉の増進を図ろうとするものでござい

ます。 

 条例の内容につきましては、現行の豊岡市福祉医

療費の助成に関する規則における重度障害者医療

費助成及び高齢重度障害者医療費助成の制度内容

を変えずに規定しております。 

 先ほど説明いたしました第１０５号議案の豊岡

市高齢期移行者医療費の助成に関する条例案と同

じ見出し項目を立てて、同じ構造で整理しておりま

すので、主な項目のみを説明させていただきます。 

 １２３ページをご覧ください。制定の主な内容に

つきましては、第１条、目的で、重度障害者の医療

費の一部を助成することにより、重度障害者の福祉
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の増進を図ることとしております。 

 第３条では、当該医療費助成の受給対象者の要件

を定めております。本条例の対象者は、障害の程度

要件では、第２条第１項第１号に規定しております

重度障害者、具体的には、現行制度と同じく、身体

障害者手帳１、２級の所持者、療育手帳Ａ判定、ま

たは精神保健福祉手帳１級と認定された者になり

ます。住所要件につきましては、市内に住所を有す

る者として、所得要件では、当該本人、配偶者、扶

養義務者で、当該重度障害者の生計を維持する者全

員の市民税の所得割額の合計額が２３万５，０００

円未満であること等、いずれにも該当する者等と規

定しております。 

 第４条では、福祉医療費の支給になりますが、支

給の方法と支給額等を定めております。医療保険適

用の医療費に係る被保険者等負担額から入院以外

の療養の場合は、保険医療機関ごとに１日につき６

００円、低所得者につきましては４００円を上限と

して、被保険者等負担額に相当する額を一部負担金

として控除した額を福祉医療費として支給をする

こと。また、入院療養の場合は、同月内の同一保険

医療機関の療養費について、当該医療費の１００分

の１０相当額で、１医療機関ごとに月額２，４００

円、低所得者については１，６００円を限度として、

被保険者等負担額に相当する額を一部負担金とし

て控除した額を福祉医療費として支給すること。同

条の第２項、第３項では、入院以外と入院の療養が

継続する場合の支給の取扱いについて規定をして

おります。 

 １２７ページの下、３分の１辺りからをご覧くだ

さい。附則です。附則において、この条例は令和７

年１月１日から施行することとしております。 

 また、経過措置として、第２項、第３項に現行規

則の規定によりなされた処分等、そして、規則によ

り交付された受給者証は、本条例の相当規定により

なされたものとみなすとしております。 

 第４項の内容につきましては、対象者の所得制限

の特例規定で、所得判定する市民税の所得割額を算

定する際に、平成２２年度税制改正で廃止されまし

た年少扶養控除及び特定扶養控除の上乗せ部分を

戻して、改正前の規定を適用して税額を算定するこ

ととしています。条例制定後も現行と同じこの算定

額により対象者の所得制限の要件該当性を判定す

ることとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 先ほどの前号も含めてですけ

ども、規則から条例へということで、それは理解は

よくできるんですけども、何ていいますか、それを

することによって、今の重度障害者含め、障害者の

方々含めて、手厚くするいう方向性はあるんですか。

条例化することによって、施策を手厚くするという

考え方は底辺にあるんですか。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 今回の条例制定に

つきましては、規則と同じということでつくりをし

ておりますので、そこまでの制度設計といいますか、

そういうとこに踏み込んだことはしておりません。

以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうだろうという想定で聞い

てるんですけども、今後について、今の障害者の方、

それから、もう一つ何だったいな、高齢期移行者医

療費、その全て手厚くしていこうという思いはある

のかないのか。その辺をちょっと聞かせてください。

規則から条例へということは理解をしてますけど

も。あまりないんかどうか。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 市としてそういっ

た考えを検討するというか、そういったことがあり

ませんでしたので、ちょっと今お答えはしかねます。 

○委員長（清水  寛） 植田部長。 

○市民部長（植田 教夫） 先ほど恵後原課長のほう

から申し上げましたとおり、市としてどういうふう

にするかというふうなところまでは検討していな

いんですけども、ただ、今の制度自身が県が定めた
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制度を踏襲している、県との共同事業というふうな

ことの枠を超えてっていうことは、今のところは考

えておりません。 

○委員（福田 嗣久） 了解させていただきました。

よろしいです。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔質疑なし〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１０７号議案、豊岡市ひとり親家庭等医

療費の助成に関する条例制定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） １２９ページをご

覧ください。第１０７号議案、豊岡市ひとり親家庭

等医療費の助成に関する条例制定についてご説明

いたします。 

 本案は、ひとり親家庭等に対し、条例に基づき医

療費を助成し、福祉の増進を図ろうとするものです。 

 条例の内容につきましては、現行の豊岡市福祉医

療費の助成に関する規則における母子家庭等医療

費助成制度と同じ内容で規定しております。 

 さきに説明いたしました第１０５号議案の豊岡

市高齢期移行者医療費の助成に関する条例案と同

じつくりで整理しておりますので、本条例案につき

ましても、主な項目のみの説明とさせていただきま

す。 

 １３１ページをご覧ください。制定の内容につき

ましては、第１条、目的で、母子家庭の母子、父子

家庭の父子及び遺児の医療費の一部を助成するこ

とにより、これらの者の福祉の増進を図ることとし

ております。 

 第３条は、当該医療費助成の受給対象者の要件を

定めております。市内に住所を有する者であって、

ひとり親家庭の児童を監護する親とその児童、また

は父母のいない児童で、当該世帯の生計維持者の所

得が児童扶養手当の支給基準未満であること等を

要件としております。 

 次の第４条では、福祉医療費の支給方法と支給額

等を定めております。医療保険適用の医療費に係る

被保険者等負担額から入院以外の療養の場合は、保

険医療機関ごとに１日につき８００円、低所得者に

ついては４００円を上限として、被保険者等負担額

に相当する額を一部負担金として控除した額を福

祉医療費として支給すること。また、入院療養の場

合は、同月内の同一保険医療機関の療養につきまし

て、当該医療費の１００分の１０相当で、１医療機

関ごとに月額３，２００円、低所得者については１，

６００円を限度として、被保険者等負担額に相当す

る額を一部負担金として控除した額を支給するこ

ととしております。同条の第２項及び第３項では、

入院以外と入院の療養が継続する場合の支給の取

扱いについて規定をしております。 

 １３６ページをご覧ください。附則において、こ

の条例は令和７年１月１日から施行することとし

ております。 

 また、経過措置として、第２項、第３項に現行規

則の規定によりなされた処分等、そして、規則によ

り交付された受給者証は、本条例の相当規定により

なされたものとみなすとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 
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 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１０８号議案、豊岡市こども医療費の助

成に関する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） １３７ページをご

覧ください。第１０８号議案、豊岡市こども医療費

の助成に関する条例制定についてご説明いたしま

す。 

 本案は、子供に対し、条例に基づき医療費を助成

し、福祉の増進を図ろうとするものです。 

 まず、本条例案の内容につきましては、現行の豊

岡市福祉医療費の助成に関する規則における乳幼

児等医療費助成及び豊岡市こども医療費の助成に

関する規則によりますこども医療費助成の制度と

同じ内容で規定をしてございます。 

 さきに説明しました第１０５号議案の豊岡市高

齢期移行者医療費の助成に関する条例案と同じつ

くりで整理をしておりますので、主な項目のみを説

明させていただきます。 

 １３９ページをご覧ください。制定の主な内容に

つきましては、第１条は目的で、子供の医療費の一

部を助成することにより、子供の福祉の増進を図る

こととしております。 

 第２条の定義では、当該条例で使用する用語の意

義を定めております。現在実施しております子供に

係る福祉医療費助成制度は、対象年齢によりまして、

豊岡市福祉医療費の助成に関する規定で乳幼児等

を、豊岡市こども医療費の助成に関する規則でこど

もを、定義しております。これらの現行規則を一本

化する本条例案では、条例名に使用する「こども」

の範囲と混同を避けるため、用語の整理をしてござ

います。小学３年生までの者を現行と変わらず「乳

幼児等」、小学４年から中学３年までの者を現行で

は「こども」と定義しておりますが、本条例案では

「児童」としてございます。そして、「乳幼児等」

及び「児童」を合わせて「こども」と定義しており

ます。 

 第３条は、当該医療費助成の受給対象者の要件を

定めております。助成を受ける子供の保護者は、市

内に住所を有する保護者で、かつゼロ歳児の保護者、

またはゼロ歳児以外の保護者等の場合は、保護者等

生計を維持する者の市町村民税の所得割額の合計

額が２３万５，０００円未満であること等を要件と

しております。 

 第４条では、福祉医療費の支給方法と支給額等を

定めております。医療保険適用の医療費に係る被保

険者等負担額から、入院以外の療養の場合で、乳幼

児等に対し医療保険給付が行われたときは、被保険

者等負担額から、保険医療機関ごとに、１日につき

８００円、低所得者については６００円を上限とし

て、被保険者等負担額に相当する額を一部負担額と

して控除した額を福祉医療費として支給すること。

また、児童に対し医療保険給付が行われたときは、

被保険者等負担額に相当する額の３分の１の額を

福祉医療費として支給すること。つまりは、現行の

自己負担割合は医療費の３割とされておりますの

で、医療費の１割相当額を助成し、自己負担を２割

とするものでございます。そして、入院療養の場合

につきましては、被保険者等負担額に相当する額を

福祉医療費として支給することとしています。より

まして、自己負担額は無償というふうなことになり

ます。同条の第２項、第３項では、入院以外と入院

の療養が継続する場合の支給の取扱いについて規

定してございます。 

 １４３ページの真ん中辺りからご覧ください。附

則です。附則において、この条例は令和７年１月１

日から施行することとしています。 

 また、経過措置として、第２項、第３項に現行規

則の規定によりなされた処分等、規則により交付さ

れた受給者証は、本条例の相当規定によりなされた

ものとみなすとしてございます。 

 第４項以降については、本則の特例として、現行
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規則の有効な附則と同じ内容を規定しております。

まず、第４項については、市民税額の算定の特例規

定で、所得判定する市民税の所得割額を算定する際

に、平成２２年度税制改正で廃止されました年少扶

養控除及び特定扶養控除の上乗せ部分を戻し、改正

前の規定を適用して税額を算定することとしてお

ります。条例改正後も現行と同じこの算定額により

まして、対象者の所得制限の要件該当性を判定する

こととしております。 

 次の第５項から第８項までにつきましては、令和

８年６月３０日までの間の時限措置を定めたもの

になります。第５項につきましては、対象者の特例

で、乳幼児等の保護者に対する福祉医療費の支給は、

対象者である保護者等の所得割額の合計額が所得

制限額未満であることと本則で定めております所

得要件を適用しないことを規定しております。いわ

ゆる乳幼児等医療費助成の所得制限の撤廃の規定

になります。 

 そして、第６項からは、福祉医療費の支給額の特

例を定めております。第６項では、乳幼児等の外来

受診に対する福祉医療費の支給額については、本則

の規定にかかわらず、医療保険の被保険者一部負担

金の額に相当する額としております。いわゆる乳幼

児等医療費の外来診療の自己負担無償化を規定し

たものになります。 

 また、第７項は、小学４年から中学３年までの児

童の外来受診に対する医療費の自己負担を定率２

割負担で、負担上限を１，６００円とすること。 

 第８項では、小学４年から中学３年までの児童の

外来受診に対する医療費の自己負担について、保護

者等の所得判定対象者が非課税の場合は無償にす

ることとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 今ので、内容に関しては多分

すごいしっかり吟味されてやっておられると思う

んですが、１つ、この定義が気になったんですけど、

「乳幼児等」でゼロ歳から９歳までも呼ぶっていう

のと、「児童」が９歳から１５歳っていうところ、

これって、教育委員会的な定義と何かずれる気がし

ているんですけど、その辺りは大丈夫なんでしょう

か。誤解を招きそうだなと思っているんですが、い

かがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 「児童」の定義に

つきましては、いろいろな法律でもその対象年齢が

違っております。そういったこともありますし、今

回この条例の中で規定する、呼称するというか、そ

れのことですので、この条例に限っての意味合いと

いうことで理解ください。以上です。 

○委員長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） そこは理解できます。ありが

とうございます。 

 ちょっと参考までに、教育委員会としてはどうい

うところで、どうしておられるんですか。勉強まで

に教えてください。（発言する者あり）年齢に応じ

た呼び方です。 

○委員長（清水  寛） 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） ちょっと今、具体的な法

令等は持ち合わせておりませんので、また後ほど調

べまして、お答えをさせていただきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。すみません。

じゃあ、また個別に教えてください。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 
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 次に、第１０９号議案、豊岡市立総合健康ゾーン

健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 議案書の１４５ペ

ージをご覧ください。第１０９号議案、豊岡市立総

合健康ゾーン健康増進施設の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてご説明

申し上げます。 

 本案は、豊岡市立総合健康ゾーン健康増進施設に

ついて、施設の利用料金の限度額の引上げ等を行お

うとするものです。 

 １４８ページをご覧ください。改正の内容につき

ましては、条例案要綱により説明いたします。 

 改正の内容は、健康増進施設のうち、プール、ト

レーニングジム、スタジオ及び浴室の利用料金の限

度額を引き上げ、クライミングウオールの施設を廃

止し、専用ロッカーの利用区分を月単位とするもの

です。 

 健康増進施設は、民間のノウハウを活用した効率

的な施設運営による市民サービスの向上を図るた

め、利用者から収受した利用料金を事業者の収入と

する利用料金制度を採用し、独立採算による運営を

行っております。２０２５年度か始まる第２期事業

の開始に当たりまして、施設を安定的に運営できる

よう、利用料金の限度額を引き上げるとともに、利

用状況等も踏まえる中で、クライミングウオール等

の施設の廃止、またロッカー利用区分の変更を行い

ます。 

 ただし、実際の利用料金は、そのときの社会情勢

や事業者の経営状況を踏まえ、事業者が利用料金の

額と理由を市長に申し出て、市長が適正であると判

断することにより決定する手続を通しているため、

いきなり限度額まですぐに引き上げるというよう

なことは想定しておりません。 

 なお、１４９ページに新旧対照表を添付しており

ますので、ご清覧ください。以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 限度額の設定で了解するんで

すけども、４月１日から、引上げは市長の届出とい

うことで、上げる予定があるんだろうか。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 事業者のほうから

今、先ほどもありましたように、光熱水費、特にガ

ス代の値上げというのが想定されていますことと、

あと、事業者に、従業員につきまして、人件費のほ

うを上げたいというようなこともありますので、４

月の段階で少し利用料金のほうを上げさせていた

だきたいというふうに考えています。 

○委員（福田 嗣久） 了解いたしました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） １点だけ。ほかのやつは全部

分かるんですけど、この専用ロッカー、これは実質

値上げになるんですか、値下げになるんですか。ど

ういうふうに解釈されてますか。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） こちらのほうにつ

きましては、当初の条例の中で、１日当たりの利用

料金額を決めていたんですけれども、実際の契約の

仕方につきましては、１か月当たり幾らというよう

な、実際の取り方はしておりますので、基本的には

同じといいますか、そういうような考え方でやって

おりますので、今回は少し引き上げる予定にしてお

りますけれども、その中で限度額を引き上げるとい

うか、そういうようなことで考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔質疑なし〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 
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 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、戻りまして、第９１号議案、事業契約の締

結について、第９５号議案、豊岡市立総合健康ゾー

ン健康増進施設の指定管理者の指定についてを一

括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） それでは、９１号

議案と９５号議案のほう、引き続き説明させていた

だきたいと思います。 

 議案書の４１ページをご覧ください。９１号議案、

事業契約の締結についてご説明いたします。 

 本案は、豊岡市立総合健康ゾーン健康増進施設の

運営・維持管理事業の事業契約を締結することにつ

いて、民間資金等の活用による公共施設等の整備等

の促進に関する法律第１２条の規定により、議会の

議決を求めるものです。 

 本事業は、民間事業者の技術やノウハウを生かし

た運営を行うため、ＰＦＩ法に基づき、公募型プロ

ポーザル方式により選定されました事業者と事業

契約を締結するものであり、９月１３日に運営事業

者選定委員会による審議を実施し優先交渉権者を

決定し、１０月１８日に基本協定、１１月２０日に

仮事業契約の締結を行っております。 

 契約の方法は随意契約で、契約の金額は１０億１，

２９０万円、契約の期間は、本案の議決した日から

令和１７年３月３１日までとし、契約の相手方は、

本事業の委託のために設立された特別目的会社で

ある豊岡総合健康ゾーンＰＦＩ株式会社です。現在、

運営・維持管理を委託してる事業者と同じ事業者と

なります。 

 ４３ページに事業の概要を添付しておりますの

で、ご清覧ください。 

 引き続きまして、９５号議案、議案書の５７ペー

ジをご覧ください。第９５号議案、豊岡市立総合健

康ゾーン健康増進施設の指定管理者の指定につい

ては、公募により選定した豊岡総合健康ゾーンＰＦ

Ｉ株式会社を指定しようとするものです。 

 豊岡総合健康ゾーンＰＦＩ株式会社は、健康増進

施設の運営・維持管理を受託するために設立された

特別目的会社であり、施設の現在の運営・維持管理

の事業者と同じです。 

 施設の運営につきましては事業者の構成会社で

あるコナミスポーツ株式会社、維持管理につきまし

ては株式会社合人社計画研究所が担当することに

なります。指定期間につきましては、令和７年４月

１日から１０年間としております。 

 なお、公の施設の概要等を５９ページのほうに添

付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ウェルストークに通っておら

れる会員様から私のほうに契約延長されるんかっ

ていうすごい不安の声がたくさんいただいており

まして、可能であれば、どんな形かちょっとまだ分

からないんですけど、契約延長になりましたって、

ちょっと不安を解消するような告知を何かしらで

していただけるとありがたいなと思うんですけど、

その辺いかがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） そちらのほうの契

約の結果につきましては、市のホームページのほう

で、事業者のほう決まりましたということでは、仮

契約の段階でなんですけれども、公表しております

けれども、事業者のほうに相談しまして、利用者の

方に安心していただけるように、引き続き運営をし

ますので来てくださいというような、そういうよう

なことで、事業者と相談しまして周知したいと思い
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ますので、よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ４３ページの指定管理料の１

０億１，２００万円へ引き上げた内訳が裏に書いて

あるんですけれども、まず、開業準備、人材派遣に

係るプログラム作成・支援、同じく保健指導に係る

プログラム、特定高齢者を対象とした介護予防、そ

れから運営・維持管理業務に係る費用、それから維

持管理業務（経常修繕）ということで、合わせて１

０億１，２９０万円ですか、いうことなんですけど

も、これが、前回の指定管理料が７，０００万円何

ぼだったかな。それで、３０．３％増加することに

なるんですけども、この根拠をちょっとそれぞれ教

えていただけますか、今私が申し上げた、１、２、

３、４、５、６段に明記されております。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 開業準備に係る費

用といいますのが、第２期事業に当たりまして、市

民の方に周知したりっていようなことと、あと準備

ですね、規則の関係とか、あと備品の整備というよ

うなことで、始まるまでに準備するようなことで、

これは第２期事業に対しまして、新たにしなければ

ならない業務というようなことになります。 

 それとあと、人材派遣に係るプログラムと、あと

特定高齢者を対象とした介護予防に関係するプロ

グラムにつきましては、これは介護保険のほうの対

象の事業というようなことで対応してるような事

業でございます。市民の方に介護予防するというこ

とで、一般の市民の方が介護にならないようにとい

うことで、一般の方に対象にしたのが人材派遣に係

るプログラムということで、健康教室とか講話とか

というようなことで、市民に対して、地区とか、そ

ういうようなものに対して講話とか指導していく

というのが上の事業でございます。 

 そしてあと、特定高齢者を対象にした介護予防プ

ログラムにつきましては、現在、高年介護課のほう

で実施しておりますからだ元気塾とか、あと、介護

の自立が難しいという方に対して、リハビリの理学

療法士のほうが訪問するというような、そういう事

業をしておりまして、そちらのほうの介護予防の事

業を実施するというようなことになっておりまし

て、こちらのほうについては、今後強化していくと

いいますか、できるだけ介護保険料を削減していく

というような意味から、こちらのほう力を入れさせ

ていただきまして、新しい事業も増えてるというよ

うなことで、少し委託料のほうが高くなっていると

いうようなことでございます。 

 あと、保健指導に係るプログラムにつきましては、

これは国保の事業になっておりまして、こちらにつ

きましては、ほぼほぼ第１期事業と金額的には一緒

というようなことで、できるだけその事業を効率的

にするために、ちょっとやり方を見直しまして、こ

れまで個別指導をしていたものを集団指導にする

とかいうようなことで、こちらのほうは事業費のほ

うはほぼ第１期事業と変わらないというようなこ

とになっております。 

 あと、運営・維持管理に係る費用につきましては、

やはり人件費のほうが少し高くなっておりますの

で、少し第１期事業より事業費のほうが割高ってい

いますか、少し高くなっております。 

 一番最後の維持管理業務については、経常修繕に

係る費用ということで、今後１０年間において、更

新する機械設備とか、修繕費用のほうをあらかじめ

費用のほうに盛り込んで、事業者に委託して実施す

るというようなことです。これにつきましては、第

１期事業で課題となっておりまして、第１期事業の

ときには地盤沈下とか急遽な機械の故障とかとい

うものに対して、その都度その都度対応していたわ

けなんですけれども、第２期事業につきましては、

１０年間で故障する部分とかを事前に、状況を見な

がら、予防的に修理していくというようなことで、

別途この１億６，５００万円ですね、そちらのほう

をつけることによって、事業者が安心して経営でき

るというか、すぐに工事に対応できるというような

ことで、ここの部分につきましても、第２期事業で

別途この工事費がっていいますか、事業費のほうを
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計上してるというようなことで、総額１０億円とい

うようなことで、少し第１期よりも高くなっており

ますけども、そういうような事業者の安定的に経営

するというような観点から、少しこういうような予

算を立てさせていただいております。以上です。 

○委員長（清水  寛） はい。 

○委員（福田 嗣久） 説明をいただきまして、少し

ずつ分かるんですけども、この運営・維持管理業務

の人件費などの増、これが４億４，８００万円がど

れくらい上がっているのかという数字でお示しを

いただきたいのと、それから、維持管理業務の１億

６，５００万円ですけども、これが補正予算で上が

っております２億９，０００万円か、あれとの兼ね

合わせはどうなのかということも少し教えていた

だきたいですね。補正予算で２億９，０００万円今

回上がって、それから今の１０年間の維持管理業務

として１億６，５００万円ということは、合わせて

４億５，０００万円強になりますので、その辺がど

うなのか、整合が取れているのか。この辺はちょっ

と気になるとこですね。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 先ほどの経常修繕

の関係なんですけども、今度、債務負担行為のほう

で上げさせていただいています２億８，０００万円

につきましては、現在１５年経過してるわけなんで

すけれども、約１５年から２０年間の間で耐用年数

が来ているような、そういう給排水設備とか、ＬＥ

Ｄとか、そういうようなものの機械設備の更新とい

うようなことになりますので、その中で、その金額

の中で、１５年から２０年に耐用年数が来るものに

ついては対応できるんですけども、その後、あと５

年間ないし１０年間のその期間の中で更新する部

品や機器もあるということで、そちらのほうの対応

するのに今回の１億６，５００万円のほうはすると

いうようなことで、重なっているものではなくて、

今回１５年目で更新しなければならないほかに、あ

と１０年間の間に更新しなければならない部分を

更新するための費用というふうに考えていただい

たらいいと思います。 

 あと、運営・維持管理業務につきましては、少し

手元に資料がないので、また確認させていただいて

……。 

○委員（福田 嗣久） 後で資料おくれるか。 

○健康増進課参事（武田 満之） はい、資料という

ことで、比較できるような形で。 

○委員（福田 嗣久） お願いします。 

○委員長（清水  寛） じゃあ、後ほど、よろしく

お願いします。 

○委員（福田 嗣久） もう一つついでにと言ったら

悪いですけど、総合健康ゾーンＰＦＩ株式会社か、

さっきコナミと合人社言われたんですか、それと建

設業者とでしょうけども、その決算書はよく見とら

れるんですか。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） すみません、こち

らにつきましては、毎年、市のほうの決算審査でも

市のほうに公表してますし、毎年毎年、事業報告を

まとめていただいておりますので、そちらのほうを

確認させていただいております。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私もチェックはしてるんです

けど、非常に安定した経営をされてますので、その

安定した経営と、今おっしゃって、説明をそれぞれ

いただいた市が持ち出す分と、あるいは人件費、委

託管理、指定管理ですか、そういう費用との兼ね合

わせが本当にうまくいってるのかなということを

一つ感じるんです。けちをつけるつもりはないんで

すけども、市が直営する施設の指定管理料、さっき

申し上げた指定管理料のなかなか厳しい査定があ

って、上がらない状況があるのと、今のウェルスト

ークについては、手厚いという感じもするんだけど

も、それが整合が取れているのか。いろんな施設を

厳しい査定をしながら、今おっしゃったこの辺につ

いては、非常に甘いとは言いませんけども、感じが

する。それと、経営体自体が非常に自己資本を積ん

できておられて、良好な運営をされてる。それはい

いことなんですけども、結局、片や良好な運営をさ

れる、片やそうじゃないとこも結構出てくるという
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中で、バランスを欠くような気もするんですけども、

その辺まで健康福祉部で考えておられるのかどう

か。これは部長しか答弁できないのか分からんけど

ね。課長でもよろしいで、どうぞ。 

○委員長（清水  寛） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 健康福祉部の中で指

定管理施設っていうのは何か所かあるんですけれ

ども、ただ、この健康増進施設、このウェルストー

クの施設が非常に手厚いのかどうかっていうのは、

これは考え方によると思うんです。といいますのが、

ここの施設を運営していただいてるＰＦＩのほう

で、年間目標人員っていうのをいつも出しておられ

るんです、設定されてます。それが２４万１，００

０人なんですけれども、やはりそれが高いか低いか

っていうのは、それは努力次第だと思ってます。そ

こを２４万１，０００人に近づく場合もありますし、

なかなかそこに行かない場合もある。今回コロナが

ありましたので、なかなかそこに届かないような場

合もありました。ですので、内部留保金にしまして

も、毎年の利益剰余金ですか、これも多い時期は７

００万円とか１，０００万円ありましたけども、少

ないときには、それこそ本当に１００万円とか５０

万円とか、そんな年度もありましたので、そこはど

ういう取組をされたかによる結果ですから、ただ、

ここは一生懸命創意工夫の中でやっておられて、そ

ういう余剰金が積み上がってきたということが言

えますし、ほかのところは、なかなか利用者を集め

るのに苦労されてるとこもありますし、あるいは、

特にＰＲをしなくても利用者がどんどん入ってく

るとこもあります。そんな中での経営をされ、指定

管理をしていただいてるということで、なかなかち

ょっと全体が見れてませんので、何とも言えません

けれども、それぞれの施設ごとのやり方でそれぞれ

の経営をされてるというように理解していただけ

たらなと思います。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そういう理解と、三、四年は

厳しい数字が出とったなというのは分かるんです

けども、それでも安定したとこになってますので、

それはそれで結果オーライでオーライだと思いま

すけれども、何となくちぐはぐな感じもしましてね、

健康増進という施設を考えてみた場合ね。それは先

ほどの竹野の保健福祉センターでもそうなんです

けども、あるいは但東でもそうですけど、健康増進

という大きな大儀名目をうたいながら、あまりにも

集中して、片やしっかりすると、片やふらふらする

のと、非常に差があるなという気がするので、その

辺は健康福祉部のほうでよく考えていただいて、こ

れはこれでいいんですよ、別に悪く思ってるわけじ

ゃないですけども、バランスのいい状況を考えてい

ただきたいということをお願いしておきます。 

 それで、今の指定管理料の収入と、それから料金

収入はもちろん会社側に入るんですね、そういうこ

とですね、はい。経営がなかなかぴたっと見えてな

いんでね、これ上っ面だけで分かりませんけども、

しっかりされてますんで、それは評価させていただ

きます。以上でよろしい。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ごめんなさい、申し訳ない。

教えていただきたいですけど、このウェルストーク

の場合、１０億円幾らいうのは、１０年間の指定管

理料って考えたらええんですか。これは、指定管理

料いうのは毎年別にありますか、どうでしょうか。

これですか。 

○委員長（清水  寛） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） これはＰＦＩ法で

いいますと、指定管理料ではなしに、サービス対価

ということで、委託料という形で今回っていうか、

２０２５年度からは支払うという形になりまして、

指定管理につきましては、利用者のほうから利用料

金を頂くというようなことで、それをするために指

定管理の指定を受けなければならないということ

になっておりますので、基本的には委託料で支払う

というようなことで理解していただいたらいいと

思います。 

 あと、指定管理料というのは基本的には支払わな

いというようなことで、事業者に対しましては。お
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願いします。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。 

 ここは指定管理料を支払わないっていうことで

すけど、さっき初めのほうで福田委員がほかの健康

福祉センターとかの指定管理料の増額のこととか

も言われてたけど、そういうのの一覧みたいなんが

何かありますよね。（発言する者あり）ありますよ

ね。予算か決算か。あれはどういうときに出る、ど

っかあるんですかね、そういう資料は。（「これ、

見せてあげるで。それは今年度までの分かな。それ

です。どこだったかな」と呼ぶ者あり） 

 どっかで入るっていうことですね。分かりました。

ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） よろしいです。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。よろし

いですか。 

〔質疑なし〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第９１号議案及び第９５号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第９１号議案及び第９５号議案は、いずれも原

案のとおり可決すべきものと決定しました。（「休

憩しますか」と呼ぶ者あり）もう一つしてから休憩

しましょう。 

 次に、第１１７号議案、豊岡市立小学校及び中学

校の設置に関する条例及び豊岡市立学校施設の使

用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、野﨑参事。 

○教育総務課参事（野﨑 律男） それでは、議案書

の１９７ページをご覧ください。第１１７号議案、

豊岡市立小学校及び中学校の設置に関する条例及

び豊岡市立学校施設の使用料の徴収に関する条例

の一部を改正する条例制定についてご説明をさせ

ていただきます。 

 本案は、竹野小学校及び竹野中学校を廃止いたし

まして、新たに、新たな学校種である義務教育学校

として竹野学園を設置するというものです。 

 ２０１ページの条例案の要綱を基に説明をさせ

ていただきたいと思います。２０１ページご覧くだ

さい。 

 改正の内容につきましては、第１条で、新たな学

校種である義務教育学校を設置するため、題名を豊

岡市立小学校、中学校及び義務教育学校の設置に関

する条例と改めるものです。並びに竹野中学校及び

竹野小学校を廃止いたしまして、新たに義務教育学

校を設置し、名称を竹野学園とすることです。また、

学校の位置につきまして、来年の１学期につきまし

ては、現竹野小学校と竹野中学校それぞれの校舎を

使用することとしておりまして、所在地につきまし

ては、両校の所在地を併記して書いているというと

ころです。 

 続きまして、第２条なんですけども、学校の位置

につきまして、２学期から校舎を現竹野中学校のと

ころに集約するということで、２学期からは竹野小

学校の所在地を削るという改正を行います。 

 第３条で、学校施設の使用料の徴収に関する条例

について変更させていただいてます。こちらも現竹

野小学校の校舎を学校施設の使用料っていうこと

で記載をさせていただいてますけども、こちらも竹

野学園ということで改正を行うという内容です。 

 続きまして、第４条で、２学期から現竹野中学校

に行くということで、学校施設の一覧の中から現竹

野小学校の所在を削除するということもさせてい

ただいてます。 

 次に、附則のほうなんですけども、附則の第１項

で施行期日について、１条及び第３条の改正につい

ては、令和７年４月１日から施行ということです。 
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 ただし、２条、４条ということで、あと附則第２

項ですね、こちらにつきましては、小学校のほうが

中学校の敷地内に移動する２学期から削除という

形になりますので、令和７年９月１日から施行する

という形にしております。 

 また、第２項では、関連の条例ということで、例

えば放課後児童クラブですとか、市営住宅の設置及

び管理に関する条例、給食センターの設置及び管理

に関する条例、いじめ防止委員会ということで、こ

の部分につきましては、小学校の名称が記載されて

るものを基本としまして、所要の規制を制定して、

整理をさせていただいてるというものです。 

 ２０２ページからは新旧対照表を添付しており

ますので、そちらをご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。質疑を打

ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１１７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。再開は１０時５

０分。 

午前１０時４１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開い

たします。 

 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） 先ほど保留をさせていた

だきました児童の定義なんですけれども、学校教育

法におきましては、小学校、また、先ほどありまし

た義務教育学校の前期課程、こちらのほうを児童と

いうふうに呼びます。一方で、児童福祉法、これ保

育所なんかがそれに該当するんですけども、こちら

のほうでは１８歳未満、もう全員が児童というふう

なことで、さらには、区分けとして、就学前の１歳

に満たない者を乳児、それから１歳から小学校入学

までの間を幼児、小学校に入りましてからは少年と、

こういうふうに呼ぶというふうなことであります。 

 児童っていうふうな言葉の定義、非常に広いんで

すけども、これは児童福祉法だけじゃなくて、例え

ば児童虐待防止法ですとか、民法なんかでも広く児

童というふうなことで呼ばれてるというふうなこ

とで、今回、こども医療費のほうで言葉の定義とし

て児童を使われてるということに関して、教育委員

会のほうから特に申し上げることはございません

けど、定義としてはそういうことになってるという

ことでご説明させていただきます。以上です。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１０時５０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５０分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） ただいまより文教民生分

科会を開会します。 

 まず、第１１８号議案、令和６年度豊岡市一般会

計補正予算（第６号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、一気に説明を

お願いします。なお、説明は、歳出、続いて所管に

係る歳入、債務負担行為、最後に地方債の順でお願

いします。 

 なお、質疑は、全部署の説明が終わった後に一括

して行います。 

 それでは、くらし創造部から、順次説明をお願い

します。 

 くらし創造部生活環境課、和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） それでは、第１１８

号議案、令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第６

号）のうち生活環境課分についてご説明申し上げま
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す。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 議案書の２３５ページをご覧ください。説明欄の

下から３枠目の基金管理費のうちの財政調整基金

積立金です。こちら８０万円の減額となっています

が、このうち生活環境課分につきましては、１０万

円を増額するものでございます。これは、本年７月

にアートトラックグループ沙弥嘉丸水産主催のチ

ャリティーイベント、第３回デコトラ野郎祭が昨年

に引き続き但馬空港で開催されました。その際の売

上げの一部１０万円を交通安全対策事業で活用い

ただきたいということで寄附いただきましたので、

財政調整基金に積み立てるものでございます。 

 続きまして、２３７ページをご覧ください。説明

欄のほぼ中段の防犯対策事業費の補助金、自動録音

機能付電話機等購入事業費です。市内の６５歳以上

の方を対象に、自動録音機能付電話機等の購入に対

して、上限１万円の補助金を交付するもので、事業

の期間は来年の２月７日までとしており、１２月６

日現在で５８０人の方にご利用いただき、金額では

５６９万１，１６５円となっています。 

 事業費につきましては、９月議会でも２００万円

の増額補正を認めていただきましたが、１０月、１

１月の二月で２００件程度の申請があり、期間中に

予算が不足する見込みのため、再度２００万円の増

額をお願いするものです。 

 なお、財源といたしましては、後ほど説明いたし

ますが、全額県支出金を充当することとしています。 

 続きまして、２５１ページをご覧ください。上か

ら２つ目の枠、大気汚染対策事業費です。県からの

委託事業といたしまして、防災センター等に設置さ

れている大気汚染測定局を市で維持管理しており、

その費用についても一旦市が負担し、その後、県か

ら管理委託金を頂くという形にしていましたが、来

年度から県が直接民間会社に委託される方向で調

整しておりまして、今年度には、先んじて電気代の

一部を県が直接支払うということになりましたの

で、その分、８万３，０００円を減額するものでご

ざいます。 

 次に、一番下の枠、塵芥処理事業費です。北但行

政事務組合の２０２３年度の決算確定及び進入道

路斜面崩壊災害復旧工事の竣工に伴いまして関係

市町負担金を精算するもので、２，７８９万７，０

００円の減額となっています。 

 続きまして、歳入についてご説明いたします。 

 ２２８ページをご覧ください。一番下の表、県補

助金です。 

 ２２９ページの説明欄をご覧ください。自動録音

電話機等普及促進事業費補助金２００万円につき

ましては、歳出で説明しました自動録音機能付電話

機等購入事業費に対する県の補助金でございます。 

 ２３１ページをご覧ください。一番上の表、委託

金でございますが、説明欄の上から３つ目の枠、大

気汚染常時監視網管理委託金でございますが、これ

も歳出で説明しましたとおり、電気代を８万３，０

００円減額しますので、県からの管理委託金につい

ても同額を減額するものです。 

 続きまして、３つ目の表、寄附金でございますが、

説明欄の一番上、一般寄附金７７万５，０００円の

うちの１０万円につきましては、歳出で説明しまし

たデコトラ野郎祭の収益金の一部を寄附いただい

たものでございます。 

 次に、２３３ページをご覧ください。一番下の表、

市債でございますが、説明欄の上から３つ目の枠、

清掃施設整備事業債１５０万円につきましては、２

０２３年度台風７号により崩壊しましたクリーン

パーク北但の進入道路斜面の復旧工事が竣工しま

して、工事に係る負担金が確定しましたので、その

財源となる市債を増額するものでございます。 

 続いて、２１９ページをご覧ください。地方債補

正についてご説明いたします。 

 上から５行目、６行目の清掃施設整備事業費に係

る地方債につきましては、先ほど説明しましたクリ

ーンパーク北但の進入道路斜面の復旧工事に係る

負担金に対します市債で、補正後の限度額を１，５

５０万円といたしております。 

 最後に、債務負担行為補正についてご説明いたし

ます。 
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 ２１７ページをご覧ください。まず、上から８枠

目、指定ごみ袋等作製業務で、限度額７，３２９万

１，０００円としています。これは、切れ目なくご

み袋を供給するという責任がございますので、準備

期間等も考慮いたしまして、２月上旬に入札を行う

予定としております。 

 続いて、下から３枠目をご覧ください。クリーン

作戦水路土砂収集運搬業務につきましては、今年度

までは、新しい年度に入ってから入札し、業務を行

っていましたが、来年度からは、４月１日からの業

務が可能となるよう、前年度中に入札を執行し、契

約を締結するために債務負担行為を設定するもの

で、限度額を９２７万６，０００円としています。 

 その下の豊岡斎場火葬等業務につきましては、３

か年の委託契約としておりまして、現契約が今年度

末で終了いたしますので、来年度からの新たな３年

間について、今年度中に入札、契約を行おうとする

もので、限度額を８，２８０万円としています。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、国保・年金課、

恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、２４３

ページをご覧ください。ページ中ほどより少し上に

なります。説明欄の国民健康保険事業特別会計（事

業勘定）繰出金の１，３５７万８，０００円の減額

につきましては、国民健康保険事業特別会計への職

員給与費等繰入金及び今年度の国保財政安定化支

援事業繰入金の減額によるものでございます。 

 同じページの下から３分の１辺りです。高齢期移

行助成事業費９０万円、その下、母子家庭等医療費

助成事業費６８万円、その下、こども医療費助成事

業費１８３万円のそれぞれの増額につきましては、

いずれも実績見込みによる補正額でございます。 

 補正を要する主な理由といたしましては、高齢期

移行助成のほうでは、１人当たり助成額が当初予算

編成時の見込額より年間約２万３，０００円、母子

家庭等医療費助成では約５，０００円、それぞれ高

くなる見込みによります。また、こども医療費助成

では、受給者数はほぼ見込みどおりでございました

が、受診レセプト件数が増えてございます。１人当

たりの助成額が年間約４００円増加する見込みで、

受給者数が多いことから、補正額が必要になってお

ります。 

 ２４５ページお願いします。２４５ページの中ほ

どより少し上、後期高齢者医療広域連合事務費４７

４万７，０００円の減額は、運営主体の兵庫県後期

高齢者医療広域連合に支払う今年度の共通経費負

担金の額確定に伴い、不用額を減額するものでござ

います。 

 また、その下の後期高齢者医療事業特別会計繰出

金７９万９，０００円の減額は、後期高齢者医療事

業特別会計の職員給与費繰入金の減額に伴い、補正

するものでございます。 

 歳出は以上でございます。 

 次に、歳入です。 

 ２２９ページをご覧ください。最下段の太枠、２

行目、高齢期移行助成事業費補助金４５万円、母子

家庭等医療費助成事業費補助金３４万円及びこど

も医療費助成事業費補助金８７万５，０００円のそ

れぞれの増額は、いずれも事業費の増額に伴い、県

基準の対象助成見込額を基に各事業費の補助割合

により補正するものでございます。 

 続いて、２３１ページの下から１行目です。２３

１ページ、下から１行目、地域振興基金繰入金の２

４万円の増額につきましては、こども医療費助成事

業費の市単独事業部分を実施するため繰り入れる

ものでございます。 

 次に、２３３ページお願いします。２３３ページ

の２つ目の太枠、一番下の行になります。後期高齢

者医療広域連合負担金返納金６，４８１万７，００

０円は、前年度に後期高齢者医療広域連合に支払っ

た療養給付費負担金が確定したことによりまして、

精算返還金を受け入れるものとなってございます。 

 国保・年金課は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、健康福祉

部社会福祉課から、歳出から説明をさせていただき

ます。 
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 ２４３ページの表をご覧ください。一番上の枠に

なります。１４行目、福祉事務所費でございます。

福祉総合システム改修業務に係る業務委託料２８

４万２，０００円の増につきましては、令和７年４

月から実施が予定されております就学前障害児の

発達支援の無償化に係る認定手続の簡素化及び同

一世帯の複数児童の利用者負担上限額管理結果票

の電子化への対応のため、障害者福祉総合システム

を改修するものでございます。 

 同じページの次の枠になります。身体障害者福祉

事業費の自動車借り上げ料２２万円の増につきま

しては、今年度、高齢者の外出支援サービス事業の

利用対象者を拡大したことによりまして、高齢障害

者の方が当該制度に移行されることによって、障害

者福祉タクシー等利用助成事業の利用者が前年に

比べて３割程度減少すると見込んでおりましたが、

移行される方がこれを下回っているという現状に

ございます。このため、予算に不足が生じることか

ら、本事業に係る費用について増額するものでござ

います。 

 一番下の枠、障害者（児）医療給付事業費の５２

０万５，０００円の増についてでございます。これ

は、令和５年度の実績確定によります国庫負担金、

県負担金の返納分、返納金でございます。 

 次に、２４７ページをご覧ください。一番下の枠

でございます。生活保護措置費の１億円の増でござ

います。こちらの増額につきましては、生活保護費

の執行見込みを最新の保護動向で勘案をしまして、

精査をいたしましたところ、特に医療扶助が増加を

しております。その予算不足が見込まれることから、

これを増額補正するものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ２２７ページをご覧ください。一番下の表です。

生活保護費負担金７，５００万円ですが、先ほど説

明をいたしました生活保護措置費の増額に係りま

す国庫負担金４分の３でございます。 

 次に、２２９ページをご覧ください。一番上の表

です。障害者総合支援事業費補助金１４２万１，０

００円ですが、こちらも先ほど説明をいたしました

福祉総合システム改修業務に係る業務委託料に対

する国庫補助金、補助率は２分の１でございます。 

 最後に、２１８ページをご覧ください。債務負担

行為でございます。社会福祉課で所管します追加の

もので、先ほど指定管理者の指定、指定管理者の指

定期間の変更の議案でお願いし、ご承認をいただい

たもので、表の中ほど、竹野健康福祉センター指定

管理料は、期間が令和７年から令和１１年度までの

５年間、限度額は２，２７８万円でございます。 

 その下の但東健康福祉センター指定管理料は、期

間が令和７年度の１か年、限度額を９０７万円と設

定するものでございます。 

 なお、ここで先ほどの答弁の訂正をさせていただ

きたいと思います。 

 先ほど福田委員から質問をいただきました竹野

健康福祉センターの指定管理料の件についてでご

ざいます。先ほどの答弁では、人件費の増額をとい

うふうにお答えをさせていただきましたが、今回提

案させていただきます指定管理料の議案の中では、

指定管理者からの情報をいただきまして、前年度比

で人件費の増額はゼロということで、前年度と同額

で計算をして指定管理料を算出いたしております。 

 また、施設の管理費につきましては、電力会社を

変更したことによる電気料金の減少等、影響があり

まして、指定管理料全体としては、対前年比８５．

６％、１４．４％の減ということになってございま

す。 

 新年度の予算に当たりましては、人件費の増加も

予想されているところではございますけれども、現

時点の債務負担の中では据置きというふうにして

おりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 歳出から説明をいた

します。 

 ２４３ページをご覧ください。説明欄、下から２

枠目、竹野多目的屋内運動広場管理費１万円の増額

は、１０月１日から最低賃金が改正されたことに伴

い、人件費が不足するため、指定管理料を補正する
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ものであります。 

 続きまして、２４５ページをご覧ください。上の

表、１枠目の上から１０行目、老人福祉総務費１８

万９，０００円の増額です。来年度、地域包括支援

センターの豊岡圏域が直営になることから、執務室

の移転が必要となります。豊岡地域包括支援センタ

ーは今のままの場所としますが、現在、同じ執務室

で業務を行っております障害者相談支援事業所及

び総合相談・生活支援センターは１階へ移転するこ

ととします。それに伴い、社会福祉課地域福祉係及

び福祉監査課も移転することとしますので、各執務

室の内線電話機の移転作業費を補正するものであ

ります。 

 その下、介護保険事業特別会計繰出金７３万２，

０００円の減額は、この後、第１２１号議案で説明

いたします介護保険事業特別会計補正予算の一般

会計繰入金分であります。内容としましては、人件

費の調整等によるものであります。 

 同じ表のその下の枠をご覧ください。外出支援サ

ービス助成事業費１０８万２，０００円の減額です。

今年度から福祉タクシー助成対象者の重度障害者

及び重度障害児を新たに外出支援サービス事業の

助成対象者に加えることとし、重度障害者、重度障

害児については、通院のための外出支援サービス事

業費、または福祉タクシー助成制度のどちらかの制

度を選択できるようにしました。しかし、福祉タク

シーから外出支援サービスへ移行される方の見込

みが当初の想定人数に比べ少なかったことから、少

なかった分、対象分の助成費を減額するものであり

ます。 

 その下の枠、長寿園管理費３２万６，０００円の

増額は、高騰する電気代及びガス代の値上げによる

不足分について、指定管理料を補正するものであり

ます。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入です。 

 ２３０、２３１ページをご覧ください。上から２

つ目の表、土地建物貸付収入の説明欄、建物貸付収

入２０万１，０００円の増額ですが、９月議会にお

いてご承認いただきました長寿園の休養室を廃止

したことに伴い、空き部屋となった休養室と以前か

ら空き部屋の生活相談室の２部屋の有効活用を目

的に、市内で福祉事業や福祉活動を行っている、ま

たはこれから福祉事業を開始する団体に対し、使用

者の募集を行いました。その結果、朝来市山東町に

あります社会福祉法人南但愛育会が里親支援セン

ターの豊岡事務所として利用したいとの申出があ

り、審査の結果、使用を認めることとしました。そ

の使用料として、今年度分の５か月分を補正するも

のであります。 

 歳入は以上です。 

 続きまして、２１８ページをご覧ください。最後

に、第２表、債務負担行為補正です。追加分です。 

 上の表の下から４行目、竹野多目的屋内運動広場

指定管理料、令和６年度追加分ですが、先ほども説

明しました、１０月１日ら最低賃金が改正されたこ

とに伴うものであります。期間は令和７年度から令

和８年度、限度額は３万８，０００円であります。 

 次に、その下の枠、長寿園指定管理料ですが、第

９４号議案で長寿園の指定管理者として、社団法人

豊岡市シルバー人材センターをご承認いただきま

した。そのシルバー人材センターへの指定管理料で

あります。期間は令和７年度から令和１１年度、限

度額は３，２５６万１，０００円であります。 

 高年介護課の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、健康増進

課の歳出の補正について説明いたしますので、２４

９ページをお願いいたします。 

 ２つ目の大きな枠の一番上になります。保健衛生

総務費の人件費ですが、一般職員の産休・育休に伴

う減と、その代替として会計年度任用職員を採用し

たことが補正の主な理由になります。 

 その枠の一番下、総合健康ゾーン健康増進施設管

理費の投資委託料ですが、ウェルストーク豊岡改修

工事の実施設計業務の入札減によりまして、減額補

正するものです。 

 その次の枠、生涯健康推進費の人件費ですが、今
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後の事業の実施見込みにより、会計年度任用職員報

酬を減額するものです。 

 そこから７行下の後期高齢者医療広域連合補助

金返納金は、後期高齢者への健診事業の精算に伴う

返納金になります。 

 その枠の一番下、後期高齢者医療広域連合返還金

は、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

の精算に伴う返還金になります。 

 次に、２５１ページをお願いします。一番上の枠、

国県負担金等精算返納金ですが、新型コロナウイル

スワクチンの臨時接種に対する負担金と補助金の

精算に伴う返納金と風疹の追加的対策事業の精算

に伴う補助金の返納金になります。 

 そこから２つ下の枠の一番上になります。公立豊

岡病院組合負担金のうち、但馬こうのとり周産期医

療センターとドクターカーの今年度負担金の確定

に伴う減額補正になります。 

 そこから３行下の地域医療対策事業費ですが、小

児救急電話相談事業費の今年度負担金の確定に伴

う減額補正になります。 

 その１つ下の枠の一番上、診療所管理費ですが、

４月から資母診療所に新しい医師を迎えるに当た

り、医師住宅内部の修繕のための修繕料とエアコン

の更新のための住宅用備品、それから、医師の招聘

に関する手数料を支払うために増額補正するもの

です。 

 次、その下、診療所事業特別会計繰出金について

は、診療所事業特別会計の補正に伴い、繰出金を減

額補正するものです。 

 次に、歳入について説明いたしますので、戻って

いただいて、２３１ページをお願いします。 

 上から３つ目の大きな枠の一番上になります。一

般寄附金ですが、明治安田生命保険相互会社から私

の地元応援募金として６７万５，５００円を寄附し

ていただいております。 

 次に、２３３ページをお願いします。一番上の枠

の高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

受託収入ですが、歳出の補正に伴い、減額補正する

ものです。 

 次に、大きな枠の一番下の上から２つ目になりま

す。総合健康ゾーン整備事業債ですが、ウェルスト

ーク豊岡の改修工事、設計業務の入札減により、減

額補正するものです。 

 次に、債務負担行為の補正について説明いたしま

すので、戻っていただいて、２１７ページをお願い

します。 

 一番下から５つ上になります。総合健康ゾーン整

備事業ですが、ウェルストーク豊岡について、更新

が必要な機械、電気設備等、一部の改修を令和７年

度に実施することとしていますが、夏の時期に集中

して工事を実施したいと考えていますので、工事の

準備や機械、電気設備機器等の納期を考慮して今年

度内に入札を執行したいと考えていることから、債

務負担を行うものです。 

 次に、その１つ下、すこやか市民健診業務ですが、

健診委託業者などの手配が必要なため、債務負担行

を行うものです。 

 次に、地方債の補正について説明いたしますので、

２１９ページをお願いします。 

 上から４つ目の総合健康ゾーン整備事業費です

が、ウェルストーク豊岡の改修工事、設計業務の入

札減によりまして、減額補正するものです。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、こども未来部こ

ども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料２４９ページ

になります。大きな枠の下のほうの枠になります。

その２段目、真ん中辺りです。母子保健事業費です。

妊婦健康診査費の助成金と、その下、特定不妊治療

費の助成金です。双方とも執行見込みによる減額と

なります。妊婦健診助成金については４７７万４，

０００円の減額、特定不妊治療費の助成は１０５万

円を減額するものです。 

 その下、国県負担金等精算返納金６２０万９，０

００円です。国の補助金の精算に伴うものです。１

つは、２０２２年度途中から始まりました出産・子

育て応援給付金事業の２０２２年度と２０２３年

度の精算によるもので５６３万５，０００円、それ
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からもう一つは、２０２３年度の母子保健事業で産

婦健診の助成や産後ケアの費用についての精算に

よるもので５７万４，０００円の返納金となります。 

 次に、その下の欄、予防接種事業費になります。

医薬材料費、ワクチン費用です。子供の１３種類の

ワクチンについて全体で調整し、１，９５５万７，

０００円の増額を行うものです。大きな理由としま

しては、子宮頸がんのワクチン費用が理由となりま

す。子宮頸がんのワクチンにつきましては、当初予

算ではキャッチアップ接種と、それから定期接種合

わせて１，７５９回分を計上していましたが、９月

末の現在で１，１２９回分の接種がありまして、今

後の接種見込みを考慮し、約７４３回分の増加を行

うものです。 

 その下、予防接種費助成金です。４３２万５，０

００円の増額です。予防接種につきましては、住民

票のある市町村のほうで受けることになっていま

すが、進学などで県外に滞在する方で、県外の医療

機関の接種費用につきまして、市内接種で助成する

金額を接種後に本人に支払いを行っているものに

なります。当初予算では約１２人分を３５回分、８

０万１，０００円で見込んでましたが、９月末まで

に５０人、１３３回分の申請があり、今後の申請も

考慮して、約６５回分、４３２万５，０００円を増

額するものです。 

 次に、歳入になります。 

 資料が２２９ページです。一番上の大きな枠の３

行目になります。保健衛生費補助金、母子保健衛生

費国庫補助金になります。これは、当初予算には計

上していなかったものになります。今年度、健康管

理システムの標準化に取り組んでおりまして、歳出

の費用については、健康増進課で措置していただい

ているんですが、こども未来課で利用する分につい

て、国の母子保健に関する記録の電子化に係る補助

制度、これを活用したいと考えております。システ

ム改修や保守業務、データ作成に係る委託料、それ

から、パソコンなどの備品の費用に充当することと

しております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、こども支援課、

吉本課長。 

○こども支援課長（吉本  努） こども支援課は、

２６３ページをご覧ください。２６３ページの下か

ら２行目、こども支援センター運営事業費の４０万

円でございます。こちらのほうは、不登校の小学生、

中学生の過ごすふれあいルームの中に個別の学習

ブースを設置するために、備品購入費として計上し

たものでございます。 

 なお、これらの財源につきましては、９月議会で

ご報告をさせていただいておりますが、企業からの

寄附金を充当する予定でございます。 

 こども未来部の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、観光文化部文化・

スポーツ振興課、福井参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 私から

は、債務負担行為の補正について説明させていただ

きます。 

 ２１７ページをご覧ください。下から６段目の子

どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭事業、こちら

につきましては、来年度の委託協議、開催案内など

を年度内に着手する必要があるため、４７１万６，

０００円の限度額を設定するものでございます。 

 続いて、２１８ページの上から５段目です。市民

会館等自主事業については、来年度事業のうち、今

年度から準備に着手しなければならないものにつ

いて、３６８万円を設定するものでございます。 

 続いて、文化財室から説明をいたします。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 引き続

き債務負担行為の補正について説明させていただ

きます。 

 同じく２１８ページをご覧ください。上から６段

目でございます。歴史博物館企画展事業として、１

７９万７，０００円を設定させていただいています。

４月上旬からの特別展を実施するに当たり、広報等

の準備を行うため、業務委託料等の経費を設定して

おります。 

 文化・スポーツ振興課からは以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、教育委員会、教
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育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 教育総務課分を説明

いたします。 

 初めに、歳出でございます。 

 議案書２６５ページをお開きください。真ん中の

表の下の枠、小学校の学校施設整備事業費でござい

ます。これは、三江小学校の豊岡市学校施設個別施

設計画に基づく改修工事、こちら、２０２４年度、

２０２５年度の２か年で計画をしておりますが、こ

ちらのうち、今年度分の特別教室棟の大規模改造工

事が９月末で完了いたしましたので、事業費の精算

を行うものでございます。施工管理業務委託料を２

０６万８，０００円、また、整備工事費を２１７万

４，０００円減額するものでございます。 

 次に、歳入でございます。 

 ２２９ページをお開きください。一番上の表の上

から５枠目、小学校の国庫補助金でございます。こ

れは、歳出で説明しました三江小学校の工事完了に

伴う精算でございまして、学校施設環境改善交付金

を１，３００万円減額するものでございます。 

 次に、２３１ページをお開きください。下から２

つ目の表の２枠目、児童福祉事業費寄附金でござい

ます。これは、市内企業からの寄附金１００万円を

計上するものでございます。 

 その下の枠、教育総務費寄附金でございます。こ

ちらも市内企業からの寄附金１００万円を計上す

るものでございます。 

 次に、２３３ページをお開きください。一番下の

表の一番下の枠、小学校債でございます。こちらも

三江小学校の工事完了に伴う精算でございまして、

１，１８０万円を計上するものでございます。 

 次に、債務負担行為についてご説明させていただ

きます。 

 ２１８ページをお開きください。上から４行目、

府中小学校空調設備移設事業でございます。こちら

は、２０２５年度に特別支援学級が１クラス増える

ことが見込まれることから、エアコンが設置されて

いない余裕教室につきまして、閉校になった学校か

らエアコンを移設する費用として１５０万円を計

上するものでございます。 

 次に、下の廃止の表でございます。小学校学習用

端末更新でございます。こちらは、２０２０年度に

整備しました児童生徒１人１台タブレット端末の

更新といたしまして、９月議会において、中学校分

と併せて債務負担行為を設定したものでございま

すが、更新年度の平準化を図るため、小学校分につ

きましては更新を１年繰り下げ、２０２６年度とす

ることといたしまして、このたび廃止するものでご

ざいます。改めて来年度当初予算で債務負担行為を

設定したいと考えております。 

 最後に、地方債補正でございます。 

 ２１９ページをお開きください。一番下の行、公

立小学校整備事業費でございます。歳入で説明しま

したとおり、三江小学校分につきまして、市債の額

を１，１８０万円増やすものでございます。 

 教育総務課分は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 次に、学校教育課、寺坂

課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） まず、歳出について

説明します。 

 ２６３ページをご覧ください。下の枠の中の一番

上の枠内です。学校教育事務局費は、校務支援シス

テムを（仮称）竹野学園開校に合わせて改修するた

めに、２３万４，０００円の増額。 

 一番下の枠、人件費のうち、中学校部活指導員は、

県補助金の交付決定に伴う１４９万１，０００円の

減額。 

 その下になります。学校振興事業費は、それぞれ

県委託金の金額決定に伴う事業費の減額と不用額

の精査による合計７７２万６，０００円の減額とし

ています。 

 ２６５ページをご覧ください。２つ目の枠です。

学校保健安全管理費は、寄附金を活用し、医療用備

品として、デジタル身長体重計を小学校に２台、中

学校に３台購入するもので、小学校分として４０万

円、ページを替えまして、２６７ページ、一番上の

枠に、こちら中学校分として６０万円を計上してい

ます。 
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 次に、歳入について説明します。 

 ２２９ページをご覧ください。一番下の教育総務

費補助金の中学校部活動指導員配置事業費補助金、

続いて、２３１ページ、一番上の枠になります、教

育総務費委託金のひょうごがんばり学びタイム事

業委託金は、それぞれ県の交付決定に伴い、減額す

るものです。 

 次に、債務負担行為について説明します。 

 ２１８ページをご覧ください。上から２つ目にな

ります。通学バス運行管理業務ですが、（仮称）竹

野学園と中筋小学校の通学用タクシーの運行委託

を行うものとして１４５万２，０００円。 

 その下の枠、通学バス車両購入は、小坂、小野小

学校統合に伴うバス車両購入のため、１，４１４万

６，０００円を計上しております。 

 学校教育課分の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、幼児育成課、向

原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） まず、歳出です。 

 ２４５ページをご覧ください。下の表の下から３

行目です。児童福祉総務費、国県負担金等精算返納

金５，０００円。こちらは、２０２１年度の施設給

付費に対する実績報告の修正に伴う国県負担金等

の精算返納金となります。 

 次に、２４７ページの上の表の２枠目の下から２

行目です。放課後児童健全育成事業費、事業用備品

１４３万円は、放課後児童クラブの備品購入費を計

上しています。１４３万円のうち６０万円は、企業

からの寄附金を利用し、児童クラブ運営に係る備品

を購入するものです。残りの８３万円は、国の補助

を受け、性被害防止対策に係る備品、３連のパーテ

ィションを予定しておりますが、こちらを購入する

ものです。 

 次に、３枠目の１行目、子ども子育て支援交付金

等事業費、補助金５０万円です。こちらは、保育所

等において、保育の質の向上のため、研修に必要な

費用の助成を行っておりますが、事業実施見込みに

より、支出見込額が増額したため、不足分を増額す

るものです。 

 次に、少しページが飛びまして、２６５ページの

上の表の２枠目、認定こども園運営事業費の自動車

借り上げ料です。こちら、１１０万円の減額として

おります。竹野認定こども園通園車両借り上げ料と

して予算計上しておりましたが、対象地区において

今年度利用園児の見込みがないため、減額するもの

です。 

 続いて、歳入です。 

 ２２９ページをご覧ください。上の表の２枠目、

児童福祉費補助金です。保育士等研修事業費補助金

２５万円。こちらは、歳出で説明しました保育の質

の向上のための研修事業費補助金の国庫負担分で、

補助率は２分の１です。 

 その下の保育所等性被害防止対策設備等支援事

業費補助金４０万円は、歳出で説明しました性被害

防止対策に係る備品購入に対する国庫補助金で、補

助率は２分の１となっております。 

 次に、２３３ページをご覧ください。真ん中の表

から、上から４行目の私立認定こども園施設型給付

費返還金５，０００円ですが、歳出で説明しました

給付費の精算による該当園からの返納金となって

おります。 

 幼児育成課の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、社会教育課、旭

課長。 

○社会教育課長（旭  和則） それでは、私からは、

社会教育課所管分についてご説明をいたします。 

 まず、歳出でございます。 

 資料は２６９ページをご覧ください。説明欄の上

から２つ目の枠、下から２行目、図書整備事業費で

ございます。図書館、但東分館におきます図書購入

に係る費用として、３０万円を計上するものでござ

います。 

 続きまして、歳入です。 

 資料は２３１ページをご覧ください。大きな枠、

上から３つ目の４行目でございますが、社会教育事

業費寄附金１００万円は、図書館但東分館の児童書

を充実させ、子供たちの読書推進をすることとして

頂いたものでございます。このうち３０万円を先ほ
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どの歳出でご説明いたしました図書購入に充当さ

せていただきます。 

 なお、頂きました寄附を活用いたしまして、２０

２５年度、２０２６年度に順次図書購入予算として

計上させていただく予定としております。 

 以上で教育委員会からの説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 ここで質疑ありませんか。どうですか。いいです

か。よろしいですか。何かありますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうしたら、取りあえず１つ。 

 外出支援のところで少し補正で減額でしたか、外

出支援サービスね、あったのは、あれはあれですか、

障害者なんかが使われる、今まで５００円サービス

だったところから外出支援サービスへどっちも選

択できるか何かに今年からたしかなったと思った

けど、その変更があまりなかったっていうことです

か。 

○分科会長（清水  寛） 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） 当初の見積りのほ

うでは、より多くの利用者が外出支援サービス利用

するというふうなことで先ほども説明したんです

けれども、実際にはそういった福祉タクシーの助成

事業を選択されておりまして、そちらのほう、外出

支援のほうが区分１につきまして通院というとこ

ろに限定しておりますので、そういったところもあ

って福祉タクシーの助成事業のほうを選択される

方があったのかなというふうなことで考えており

ます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね。１つは５００円

の割引券だったですけど、外出支援サービスのほう

もこれたしか６８０円からとね、金額が上がったじ

ゃないですか、今年から。それで選ばれにくかった

いう面もあるんじゃないかいうことと、その点と、

もう一つ、外出支援サービスに関しては、今年は、

制度が少し料金とか変更しましたけどあくまで暫

定的だと言われてて、現在は利用者、人工透析の患

者なんかにヒアリングされてるっていうふうに認

識してますけど、来年度に関してはどういうふうに

されていく、今年と同じ仕組みなんかどうかとか、

もし考えがあれば教えていただきたいです。 

○分科会長（清水  寛） 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） まず、先ほどの外

出支援のほうですね、６８０円になったことの影響

ですけれども、おっしゃいますように、６８０円と

いうところで金額のほうとして、利用者の負担額と

しては増えておりまして、近距離の方におきまして

は、１回５００円であるところの福祉タクシーの助

成といったところを利用されるというほうが多く

なったのかなというふうに思っております。 

 また、次年度につきましては、現在ヒアリングの

ほうを行っておる最中でございますので、そちらの

ほう、結果のほうを精査しながら、検討のほう進め

てまいりたいというふうに考えております。以上で

す。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） なし、いいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。よ

って、第１１８号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

午前１１時４０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４１分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 会議を再開します。 
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 それでは、ここで委員の皆さん、当局職員の皆さ

んから何かありましたらご発言をお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） ないようですので、この

後の第１１９号議案からの委員会審査に関係しな

い当局の職員の皆さんについては退席していただ

いて結構です。お疲れさまでした。（「どこが残ん

なる」と呼ぶ者あり）国保・年金課、高年介護課、

健康増進課。（「まだやるいうことだね」と呼ぶ者

あり） 

 暫時休憩します。 

午前１１時４１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４２分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、会議を再開しま

す。 

 そしたら、第１１９号議案、令和６年度豊岡市国

民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第

２号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） ２８９ページをご

覧ください。２８９ページです。第１１９号議案、

令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業

勘定）補正予算（第２号）についてご説明いたしま

す。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ１，３５７万８，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を８９億５，９３０万６，００

０円とするものです。また、第２条では、債務負担

行為の追加をしてございます。 

 主な内容につきましては事項別明細でご説明い

たしますので、３００ページ、３０１ページをご覧

ください。 

 まず、歳出です。上段の総務費の一般管理費は人

件費の減額及び第三者行為損害賠償求償業務の委

託料を増額しようとするものです。その下からの２

枠、保健事業費につきましては、いずれも人件費の

減額です。 

 ３０２、３０３ページをご覧ください。基金積立

金は、財政安定化支援事業繰入金の減額に伴い、歳

入歳出額により減額調整するものです。 

 次の諸支出金は、前年度の保険者努力支援交付金

等の精算、返納見込額により増額補正するものです。 

 歳入につきましては、戻っていただきまして、２

９８ページ、２９９ページをご覧ください。繰入金

は、総務費の一般管理費及び保健事業費の保健衛生

普及費に対応する職員給与費等繰入金並びに、今年

度の財政安定化支援事業の算定額確定によります

繰入金の減額によります。 

 次に、債務負担行為補正でございます。２９２ペ

ージをご覧ください。特定健康診査業務で、毎年度

実施しておりますすこやか市民健診について、令和

７年度の事業実施に当たり、本年度中に契約を締結

する必要があることから、債務負担行為を追加する

もので、期間を令和７年度、限度額を３，３６３万

２，０００円と定めるものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 財政安定化支援事業繰入金い

うのを教えていただきたい。減額になってますけど。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 財政安定化支援事

業といいますのが、今回、減額の理由といいますの

が、今年度の算定におきまして、国の定める基準で

全体の世帯数に占める軽減世帯の割合を見てる部

分がありまして、その基準に満たなくなったという

ところで交付税額がもらえません。それが１，２０

０万円相当というふうな金額、大きい金額になった

ということです。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 減額の基準に満たなくなった、

例えば、国保の減額されてるところに対して、国か

ら本来入ってくるお金が財政安定化繰入金ってい

うことですか、ではないですか。ごめんなさい。 

○委員長（清水  寛） 恵後原課長。 
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○国保・年金課長（恵後原孝一） 説明が下手ですみ

ませんでした。 

 通常、軽減世帯には補助金があります。入ってく

る、確実に入ってきますので、その軽減世帯が増え

てくるということは、この保険者としては財政的に

は安定するだろうというところがあるので、国のほ

うではこの財政安定化支援事業の交付というのは

減らすという方向になってきます。 

 今までは、その範囲内、軽減世帯、多いことは多

いんですけれども、要件を満たしてたので交付金も

らえてたんですけれども、今年度についてはもらえ

なかったということです。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） その軽減世帯の、その軽減が

関係している繰入金ではあるみたいなんで、また、

もうちょっと細かい話はまた教えていただきたい

と思います。今日はいいです。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔質疑なし〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１１９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１２０号議案、令和６年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、３０７

ページをご覧ください。第１２０号議案、令和６年

度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ７９万９，０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額を１５億６２１万３，０００円とする

ものです。 

 主な内容につきましては事項別明細書で説明い

たします。３１８、３１９ページをご覧ください。 

 まず、歳出ですが、総務費の一般管理費は人件費

を減額するものでございます。 

 歳入につきましては、戻っていただいて３１６、

３１７ページをご覧ください。その他一般会計繰入

金については、先ほど説明しました歳出における総

務費の一般管理費に対応して、職員給与費等繰入金

を減額するものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１２０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１２１号議案、令和６年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 議案書の３２３ペー

ジをご覧ください。第１２１号議案、令和６年度豊

岡市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ８万８，０００円を減額し、総額をそ

れぞれ１０４億３，５８５万９，０００円とするも
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のであります。 

 主な内容については、事項別明細書でご説明いた

しますので、３３４、３３５ページをご覧ください。 

 まず歳出ですが、上段の表、１款総務費の１０４

万３，０００円の減額、続いて、下段の表、３款地

域支援事業費の９５万５，０００円の増額について

は、人件費の調整及び家族介護用品支給事業費によ

るものであります。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入ですが、戻っていただいて、３３２、

３３３ページをご覧ください。上段の表、３款国庫

支出金の１８万６，０００円並びに中段の表、５款

県支出金の４５万８，０００円の増額及び下段の表、

７款繰入金の７３万２，０００円の減額については、

先ほど歳出で説明しました総務費及び地域支援事

業費の補正によるもので、その結果、国県補助金が

増額し、一般会計繰入金が減額になります。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。 

 よって、第１２１号議案は、原案のとおり可決す

べきものと決定しました。 

 次に、第１２２号議案、令和６年度豊岡市診療所

事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、議案書の

３３９ページをお願いします。第１２２号議案、令

和６年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第３

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１７０万２，０００円を追加し、総額を

それぞれ３億１，０８８万３，０００円とするもの

です。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、３５２、３５３ページをお願いします。 

 まず、歳出ですが、２款森本診療所費の施設管理

費とその下の利子については、それぞれ人件費と市

債利子の今後の見込みにより増額補正を行うもの

です。 

 ３款神鍋診療所費と４款高橋診療所費の施設管

理費については、人件費の今後の見込みにより減額

補正を行うものです。 

 次に、３５４、３５５ページをお願いします。５

款但東歯科診療所費の施設管理費については、診察

業務委託料の算定の基になっている診療報酬の収

入が増えているため、業務委託料を増額補正するも

のです。その次の枠、医業費については、歯科技工

が必要な治療が多くなっているため、業務委託料を

増額補正するものです。 

 次に、歳入ですが、戻っていただいて、３４８、

３４９ページをお願いします。２款森本診療所収入

から４款高橋診療所収入については、先ほど説明し

ました歳出補正に伴い、外来収入と一般会計繰入金

をそれぞれ減額及び増額補正するものです。 

 ５款但東歯科診療所収入については、今後の見込

みにより増額補正するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。 

 よって、第１２２号議案は、原案のとおり可決す

べきものと決定しました。 

 それでは、ここで、当局の職員の皆さんにつきま

しては退席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１１時５６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、ちょっと時間早

いんですけども、皆さんおそろいになりましたので、

休憩前に引き続き委員会を再開します。 

 それでは、議事順序を変更して、４の報告事項に

入ります。 

 観光文化部文化・スポーツ振興課から２件報告事

項があります。 

 初めに、植村直己記念スポーツ公園指定管理者の

再公募について、現状報告をお願いいたします。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 今の件で

ございます。 

 １１月１８日の文教民生委員会のほうで指定管

理者の再公募をしたいということでご了承いただ

いたところでございます。その後の状況について、

簡単にご報告させていただきます。 

 お配りしております１の再公募の実施というこ

とで、１２月５日に公告をいたしまして、１２月の

２７日までというような公募期間でございます。再

公募に当たって、前回も人件費の関係やらというの、

いろいろとお話をさせていただきましたが、その要

件の見直しをさせていただいたところでございま

す。 

 （１）に限度額ということで、前の公募のときに

は５年で５，０８１万５，０００円という金額だっ

たんですが、年間２５０万円ぐらいの金額になると

思うんですが、限度額はこの５，０８１万５，００

０円の範囲内でということで、今度は３年間という

ことで、（２）にもございますが、２０２５年度か

ら２０２７年度の３年間ということにいたしまし

て、限度額を３，７９８万９，０００円ということ

でございます。今申し上げましたように、年額にす

ると２５０万円程度というようなことでございま

す。 

 内容的には、やはり人件費的なこと、それから資

材の高騰等があったりすること、施設の修繕の関係

なんかも必要になってまいりますので、その辺り、

あまり長いとリスクも非常に高いというようなと

ころがございまして、短くして金額を少し各年当た

りを上げてるという状況でございます。 

 ３番目は今後の再公募の流れということで、前回

申し上げましたように、３月の定例会におきまして

指定管理者の指定及び債務負担行為の変更に関す

る議案を提出させていただきたいというようなこ

とで進んでおるという現状報告でございます。 

 簡単ですが、今の件につきましては以上でござい

ます。 

○委員長（清水  寛） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんで特に質問がありましたらお願い

いたします。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） これ５日から公告してるとの

ことなんですけど、現状はどうですか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 現状、簡

単に申し上げますと、今のところ、問合せが１件い

ただいてるという状況でございます。内容的には、

いろんな勤務の条件ですね、先ほどのことに関する

ようなことなんですけども、現状としてはそんなと

こでございます。以上です。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。結構

です。 

○委員長（清水  寛） いいですか。 

 ほか、なければ。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ごめんなさい、今、説明の中

で、年間２５０万円言われたのは、何が２５０万円

ですか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 
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○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） すみませ

ん、ちょっと言葉足らずで申し訳ございませんでし

た。前回８月公募時は、５年でという期間を設定い

たしまして、５，０８１万５，０００円という金額

になりますので、１年にしますと１，０００万円ち

ょっとってことになろうかと思いますが、今度、３

年のほうに改めまして期間を設定いたしておりま

して、その限度額が３，７９８万９，０００円です

ので、１年当たりにしますとそういった経費を含め

て少しそういった額を上げてるというような内容

になってございます。以上でございます。（発言す

る者あり） 

 はい、年間２５０万円ぐらい上げてるということ

でございます。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。いいです

か。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 一応確認なんですけど、今ま

でに指定管理受けていただいてる団体だったりと

かあると思うんですが、そちらのほうからも、意見

を聞いた上で見直しされての今ということで間違

いなかったでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 今おっし

ゃられたとおりでございまして、やはりそういった

人件費の関係だったりとか、先ほど申し上げました

物価の高騰だったりとかっていうようなことの費

用がやはりどうしても今までどおりにはいかない

っていうようなとこがございまして、それを反映し

たものになってございます。以上でございます。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。大丈夫です。 

○委員長（清水  寛） そしたら、特になければ、

続いて、そしたら、但馬国分寺跡保存活用計画の策

定についてです。 

 説明をお願いします。 

 文化・スポーツ振興課、武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） それで

は、但馬国分寺跡保存活用計画の策定について、状

況報告させていただきたいと思います。できるだけ

ポイントを絞って説明したいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず１番です。但馬国分寺跡の概要と計画策定の

資料の１ページになります。 

 史跡但馬国分寺跡につきましては、日高町国分寺

堂ノ前に位置しております。１９７３年より発掘調

査が開始されまして、主要伽藍や１辺１６０メート

ル四方の推定寺域を確認しております。１９９０年

に国の史跡指定を受けております。現在までに７次

の追加指定を行っておりまして、先ほどの１６０メ

ートル四方、推定寺域のほぼ全域が指定されている

状況です。 

 過去の計画につきましては、平成２４年３月、１

２年前ですね。但馬国分寺跡保存管理計画・整備基

本計画を策定しております。策定から年月がたって

おりまして、その後、新たな発掘調査による成果等

が生じておりますから、見直しの必要性がありまし

て、現在、但馬国分寺跡保存活用計画を策定してお

ります。 

 策定期間・体制です。期間につきましては、２０

２３年度、２０２４年度の２か年で策定しておりま

す。策定体制は、観光文化部文化・スポーツ振興課

文化財室が事務局となっております。 

 検討委員会につきましては、有識者と地域代表者、

これは国分寺区区長になりますけれども、豊岡市史

跡整備委員会、委員５人を設置して検討を行ってお

ります。 

 ３番の保存活用計画の構成（目次案）につきまし

ては、記載のとおり、第１章から１０章まで書いて

ます。こちらの構成で進めております。 

 続きまして、４番です。意見聴取のための調査と

いうことで、２点行っております。１つは、地元地

区等関係団体のヒアリング調査を８月に実施して

おります。また、１０月には庁内関係課を対象に、

庁内活用検討会を実施し、意見集約を行っていると

ころでございます。 

 すみません、次ページをお願いいたします。５番

の策定スケジュールのほうに入らせていただきま
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す。現在、２月２０日に第１回の委員会、１０月３

日に第２回の委員会、第３回の委員会を１２月下旬

に予定しております。来年の２月から３月に第４回

の委員会を予定してます。その中に、先ほどの８月

にヒアリング調査、１０月に庁内活用検討会、そし

て１月にパブリックコメントのほうを予定してお

ります。 

 ６番の計画の内容です。但馬国分寺跡の本質的価

値（第４章）ということで、すみません、別紙１と

いう資料をつけておりますので、別紙１の資料をお

願いします。よろしいでしょうか。古代但馬国の中

核施設の但馬国分寺跡です。右にちょっと調査位置

図というのを書いておりますので、これが概要にな

っております。こちらの正方形の部分が先ほどの１

６０メートル四方の推定寺域となっております。こ

ちら中央の講堂跡、金堂跡、中門、塔跡は発掘のほ

うで確認しております。この点線の部分ですね、北

の部分であったり、西の築地塀、また、北側の僧坊

跡、これはまた推定ということでまだ現在の位置は

分かってないような状況です。 

 但馬国分寺跡につきましては、もちろん奈良時代

に建てられたものなんですけれども、その中で、木

簡とか国分寺のほうで見つかっておりますし、そう

ですね、この図面で、右側に東回廊というのがある

んですけれども、それは９世紀頃に新たに造られた

ということで、奈良時代からの変遷ということで発

掘調査で確認はしております。 

 時間の関係で概要につきましては別紙の説明は

以上とさせていただきたいと思います。 

 すみません、元のページに戻っていただきますで

しょうか。２番目ということで、基本理念というこ

とです。「楽しみ、活かし、伝える」ということで、

地域の誇りとしての但馬の国分寺の跡を整備した

いというふうに考えてます。その基本理念、４点上

げております。先ほどの本質的価値の確実な保存と

次世代への継承、２番目に、やはり学校教育、子供

たちに伝えたいという思いがありまして、学校教育

や社会教育における価値を通じ、ふるさとを愛する

人の育成。３番、やはり使っていただいてというこ

とを考えておりますので、地域住民や来訪者が身近

に感じ、継続的な利用、活用の推進を考えておりま

す。４番目には、豊岡市立歴史博物館がちょうど合

併の平成１７年の３月に開館しております。こうい

った博物館や周囲の関連史跡と一体となった活用

の推進を考えたいというふうに考えております。 

 今回、保存管理の部分ですね。施策の基本方針に

つきましては、ちょっと別紙２ということで資料を

つけさせていただいております。すみません、最後

のページになるんですけれども、別紙２ということ

で開けていただけますでしょうか。 

 ３つのエリアに分けさせていただいております。

１番目、紫のところが主要伽藍地区になっておりま

す。これはまさに国分寺跡の遺構のメインといいま

すか、講堂跡、金堂と中門、塔跡と遺跡をしっかり

来られる方に見ていただくということでの保存と

活用を考えております。 

 ２番目に寺域の西南地区、緑色のところがありま

す。ここは前回では、まだ田んぼを耕作されてる方

がおられたので、田んぼの景観を残すエリアという

ことで考えておったんですけれども、今回、新たに

土地の協力等お話もありまして、史跡内の整備地と

しての活用も想定されることから、寺域西南地区に

つきましては整備を促進しまして、地域活用等進め

れるエリアということですみ分けをさせていただ

きます。 

 最後に３番目の黄色の部分、寺域北面住宅密集地

区になります。こちら見ていただいたら分かります

ように、但馬国分寺跡の特徴という、本当のまちの

中にありまして、東西南北市道が走ってるというよ

うな状況です。もちろん、そのエリアにも住民の

方々が今も住んでおられるということで、今回の整

備は行わないですけれども、住宅密集地区につきま

しては整備を行わず、今回につきましては引き続き

住んでいただくというエリアで黄色のエリアをし

ております。ただ、この黄色のエリアが未来永劫整

備をしないということではなしに、国の史跡指定地

につきましては、３０年後、５０年後に新たにもし

整備をするというようなことがあれば、整備をする
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かもしれないんですけど、今回は整備をしないとい

うエリアになっております。 

 簡単でございますけど、別紙の２の説明を終わら

せていただきます。 

 すみません、戻りまして、（３）イの活用を考え

てます。保存活用計画ということで、活用の点を４

点上げております。調査研究等を通して得られた知

見の積極的な情報発信を予定しております。また、

日常的に歴史を学べる場所として学校教育や生涯

学習等による活用を考えております。３番目に、来

訪者や地域住民の憩いの場以外にイベント等での

利用による地域活性化のための活用を考えており

ます。４番目に、但馬国分寺跡の周辺の関連遺跡、

祢布ケ森遺跡であったり、国分尼寺跡等あります。

豊岡市立歴史博物館と一体となった活用を考えて

おります。 

 すみません、最後のページ、次ページのウの整備

のところになります。整備の具体的な経過、ここに

つきましては、来年度、再来年度で但馬国分寺跡整

備基本計画の策定を進めております。今回の保存活

用計画を基に整備のほうを計画しますので、具体的

な整備内容につきましてはまた改めてご説明させ

ていただいて、進捗のほうを報告させていただきた

いと思います。 

 運営体制につきましては、基本的には豊岡市が主

体となり、保存管理、活用を行っていくんですけど

も、関係機関や地域住民との連携、その継続と強化

を考えております。 

 計画の推進体制につきましては、観光文化部文

化・スポーツ振興課文化財室となります。 

 ８番、今後のスケジュールということで、その他

ということで、文化財等補助金制度の活用というこ

とです。もちろん、多額の費用がかかりますので、

国、県の補助金を頂いて事業を予定してます。記載

はしておりませんけど、大体どれぐらいといいます

と、国が２分の１、県が４分の１になりますので、

７５％の国県の補助が出まして、２５％の市負担で

いけると。さらに起債等活用しましたら、実質豊岡

市の負担は２０％程度を予定しております。 

 もちろん、国、県の補助事業はこの活用計画・整

備基本計画がないと、事業執行ができないというよ

うな状況がありますので、文化庁ともこの計画をす

り合わせながら整備に向けて進めていきたいと思

ってます。 

 その全体スケジュールを下のほうに書いており

ます。昨年度、今年度と保存活用計画、来年度、再

来年度を整備基本計画、２０２７年度に但馬国分寺

跡の基本設計を行いまして、２０２８年度から実施

設計、整備工事を予定しております。ただ、これは

１年で終わるということではなくて、国の補助金と

いうのは国の予算の中でこちらが要望どおり頂け

ないということがありまして、例えば、養父市の八

木城でも５年以上されてるようなケースもありま

すので、複数年かかるんですけども、それは国の予

算の状況によって前後するというふうに考えてお

ります。少なくとも５年以上かかるのかなというよ

うな思いは持っております。 

 それでは、具体的な内容につきましては、来年度

以降の整備基本計画でお示しします。現在の保存活

用の策定状況について報告を以上とさせていただ

きます。 

○委員長（清水  寛） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんのほうから質問があればお伺いし

ます。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） この文化庁の補助ですけども、

この文化庁っちゅうのは京都に移転したあそこの

とこですか。 

○委員長（清水  寛） 武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） はい、

そうです。京都に行って協議を進めております。今、

保存活用計画につきましては、計画の調査官とお話

をしておりまして、来年度、再来年度につきまして

は、今度文化庁の整備の調査官がおりまして、その

方に引き継いで、引き続き指導いただくということ

で進めております。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 
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 それともう一つ、最後のページの別紙２かな。こ

この北側の寺域の北面住宅密集地域のこの住宅は

どれぐらい戸数が建ってるとこですか。 

○委員長（清水  寛） 武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） こちら

の図面のちょっと詳細な軒数は把握してないんで

すけれども、こちらに載っております住宅はほぼ住

んでおられる状態です。あと、国分寺の公民館がこ

の中にあります。但馬国分寺としてお寺もある状況

です。 

○委員（福田 嗣久） 戸数はどれぐらいありますか、

住宅戸数っちゅうか。 

○委員長（清水  寛） 武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） ちょっ

と間違った数字を言っても悪いですんで、ちょっと

軒数を確認して後ほどご報告させていただきます。 

○委員長（清水  寛） はい、お願いします。 

○委員（福田 嗣久） 大分あるか、委員長さんの見

解では。 

○委員長（清水  寛） まあまああると思います。

まあまああります。大きな地区だから。 

○委員（福田 嗣久） そうでしょうな。ありがとう

ございます。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

 では、僕のほうからちょっと。 

 まさに関係地区というか、隣の地区ではあるんで

すけども、随分、それこそ昔から整備がされていて、

協力されてる方もたくさんおられるんですけども、

実際、そのままずっと今まではまだ買収してる最中

なんでっていうので据え置きしてきたのが、終わっ

たということで、なら、次は整備という声をお聞き

して、実はそれがなくて、今、この活動にずっとつ

ながっているのかなっていうので、ちょっとそこら

辺でもう少し早くにできなかったのかなというと

ころはあるんですけども、なかなか様々な部分で費

用がかかるっていうのがあるので、なかなか昔のよ

うな建物を再現するみたいなのは難しいっていう

ことから、できることって相当限られるのかなって

いうふうには思うんですけども、とはいっても、何

か終わったということを皆さんにお示しをすると

いうか、そういうことが何か、特に地域の人に分か

るような取組というのをひとつ考えていただきた

いなというふうに思います。これは特に答弁をとい

うことではないんですけども。 

 ただ、実際、この金堂跡なんかでも、もう鹿が仁

王立ちしてる場所だったりしますから、そういう意

味では、もう本当にどんどん山のほうから、このま

ちの真ん中のとこですら鹿が出てくるというよう

な場所にもなってますし、やはりそのままの状況の

まま、何も今は計画中なのでっていうのでは、ちょ

っと寂しいかなと思いますから、看板をちょっと整

備をし直すとか、何かちょっと、何かが手が入りつ

つあるなというものをちょっと検討していただき

たいなと思います。 

 何かありますか、何かその辺で動きというのは。 

 武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） おっし

ゃっていただいたとおりに、１２年前の計画で地元

の説明会入らせていただいて、今回、１２年ぶりに

６月２４日に国分寺区のほうでお話をさせていた

だきました。やはり１２年という中で、確かに言わ

れたように、整備が始まるというのは地元の方は求

められております。ただ、その１２年の間で、こち

らのほうは国の史跡指定がほぼ全域ということで、

前回の約２倍ですね。１２年前は約半分しか史跡指

定がされてなかったんですけども、この１２年でほ

ぼ史跡指定がされました。買上げについてもほぼ整

備が見通せる段階までできたということで、進めて

おります。 

 あと、先ほどおっしゃった、まさに可視化といい

ますか、目に見えるものを作ってほしいというよう

なお話がありました。もちろん、日高のときにはそ

ういったこともありましたけれども、新市として新

たに見直しております。 

 その中で、こちらも但馬国分寺跡、全国に６８か

所ぐらいありまして、いろんなところにお聞きした

りする中で、一つのネックが整備するときは補助金

が出るんですけれども、その後は維持管理の補助は
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全く出ないということで、建物、大きなものを造ら

れたところは、それを修繕、やり直すときはもう全

部その市の負担でしないといけないというような

状況もありまして、現時点でご要望はいただいてる

んですけど、難しいかなと思ってます。ただ、いろ

いろバーチャルとかの技術とかがどんどんできて、

その辺も検討しながら進めていきたいなと思って

ます。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。 

 ほかありますか。 

〔質疑なし〕 

○委員長（清水  寛） なら、特にないようですの

で、そうしましたら、観光文化部の皆さん方につき

ましては、ここで退席いただいて結構です。お疲れ

さまでした。 

 以上で報告事項は終わりました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後１時２２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２４分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、休憩前に

引き続き委員会を再開します。 

 次に、（２）番、意見・要望のまとめに入ります。 

 まず、本日、委員会において審査しました議案に

ついて、当委員会の意見・要望として、委員長報告

に付すべき内容を協議いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午後１時２４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２６分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会を再開し

ます。 

 そうしましたら、意見・要望につきましては、取

りあえず今のところは特にないということでよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、特に委員

会のほうとしては要望ないということでいかせて

いただきます。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後１時２６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２６分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 分科会を再開します。 

 次に、分科会意見・要望のまとめに入ります。 

 当分科会の意見・要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 本日分科会で審査いたしました第１１８号議案、

令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第６号）につ

いて、分科会意見・要望についてのご発言があれば

お願いいたします。（「特になかったん違うの」と

呼ぶ者あり）よろしいですか。いいですか、特に。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、この件

に関しましても特にないということで、分科会から

の要望とかは特に付さないということでいきます

ので、ご了承ください。 

 ここで分科会を閉会します。 

午後１時２７分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後１時２７分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 次に、協議事項３番、閉会中の継続審査の申出に

ついてを議題といたします。 

 ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日のフォルダー内、委

員会資料４ページをご覧ください。 

 １１月１８日の委員会において協議いただきま

した重点調査事項について、ご確認をお願いいたし

ます。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続審査事項として申し出たいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

 森垣議員。 

○委員（森垣 康平） よろしいですか。 

 これ、文化とかスポーツっていう切り口の項目が

ないと思うんですけど。ちょっと……。 

○委員長（清水  寛） 暫時休憩します。 
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午後１時２８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会を再開し

ます。 

 先ほど森垣委員のほうから、文化、スポーツに関

してということでの項目の追加についてありなり

ましたけども、委員会としてそのようにしていきた

いと思いますけど、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、ちょっと

文言に関しては、正副のほうに一任いただくという

ことで、文化、スポーツの部分に関しては改めて項

目を追加するというふうにしていきたいと思いま

す。 

 今の件はよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、閉会中の

継続審査の申出については、そのように決定をいた

しました。 

 次に、協議事項４番、来年度の委員会管外視察研

修についてを議題といたします。 

 まず、アの日程ですが、例年５月に実施をしてお

りまして、実施日程を協議したいと思います。 

 まず、事務局から資料の管外行政視察研修日程検

討資料について説明をいただきます。 

 小崎主幹。 

○事務局主幹（小崎 新子） 日程検討資料のほうな

んですけども、簡単に５月にある、今で分かってい

る日程を入れてます。候補になるかなというところ

を黒の網かけで事務局のほうで入れさせていただ

いてます。来年の５月は、選挙管理委員会の委員さ

んを決めていただいたりするための臨時議会が必

要になりまして、５月の１３日に今のところ予定さ

れています。また、４月の終わりは市長選や市議会

議員補欠選挙もあります。それらを踏まえて、この

６日間ぐらいが候補になるかと考えられます。 

 ２０日の日に北但の議運を入れさせていただい

てますが、これは北但行政との調整により、この日

に委員会の視察を予定されるのであれば、変更は可

能というふうにお返事いただいてます。以上です。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。と

いうことで、取りあえず１４から１６日、それから

１９日から２１日という、この２案の日程は、皆さ

んの予定のほうに取りあえず入れといてほしいな

というふうに思います。 

 先方との協議というのが当然必要になってくる

んですけども、それも踏まえて、ちょっと第１候補、

第２候補っていうふうに持っていきたいと思うん

ですけども、いかがでしょうか。（「大丈夫です、

今のところ」と呼ぶ者あり）今のところ大丈夫です

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、どうしましょう

かね。（「相手があるこっちゃでな」と呼ぶ者あり）

取りあえず、そしたら、両方とも限りなく第１候補

みたいな感じで、先方の日程に合わせて持っていく

というふうに。そしたら、皆さん、日程を６日間、

ちょっと予定のほうはお願いをいたしたいと思い

ます。（「分かりました」と呼ぶ者あり） 

 そしたら、次に視察内容についてなんですけども、

これも資料としてこれまでの管外視察実績を入れ

てますので、ちょっと確認をしてもらったらと思い

ます。 

 実は、事前にちょっと事務局のほうと話をした中

で、通常というか、昔から何となく視察先となると、

北海道とか九州とかっていうところが多々あった

んですけども、予算の関係で北海道、東北っていう

のはちょっと事実上、もう行くことが不可能に近い

というふうになってますので、そういう部分も踏ま

えて、少し皆さんのほうで検討いただきたいなと思

います。 

 暫時休憩します。 

午後１時３２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時３７分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し

ます。 
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 先ほど、視察の内容についてということで協議を

いただいていましたが、まずは１月上旬までに視察

先に関するテーマの設定をいただきたいと思いま

す。皆さんのほうから、またその件に関してはアイ

デアをいただけたらというふうに思いますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

 この件はこの程度にとどめたいと思います。 

 そうしましたら、最後にその他についてですけど

も、その他、委員の皆さんのほうから特にご発言は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、以上をも

ちまして文教民生委員会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 

午後１時３８分 委員会閉会 

──────────────────── 


